
【表紙】
　真剣な表情で出汁巻き卵を作る　　　　　　
　百石高校食物調理科２年生の小笠原洋人さん
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22― 健康長寿おいらせ町コーナー

28― 防災情報

32― まちのわだい
□労働安全衛生大会
□赤十字奉仕団・分団結成式
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36― Zoom Up　
　遠藤 仁知華 さん
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「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌
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おいらせ町の四季を発信中！

「おいらせ町景観百選」
候補地を募集中！

四季で異なる町の豊かな自然や
風物詩を、町ホームページで紹介中！
　http://www.town.oirase.aomori.jp/
　site/oirasekankou/

ちょっとした時間に
ぜひ、ご覧ください。
新たな発見があるかも！

　百石まつりや下田まつりでのひと
コマ、あなただけが知っている観覧
ポイントなどを写真でお寄せくださ
い。皆様の応募をお待ちしています。

問 企画財政課　☎0178 �4273

小
学
生
議
員
に
よ
る
政
策
議
論
～

　
　

ミ
ニ
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
お
い
ら
せ
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
川

口
弘
治
会
長
）
は
、
７
月
22
日
、
町
議
場
で
平

成
28
年
度
ミ
ニ
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内

の
５
つ
の
小
学
校
か
ら
６
年
生
17
人
が
参
加

し
、議
員
の
立
場
で
町
議
会
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
議
会
を
模
擬

体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
議
会
や
行
政
の
仕

組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
町
に
対
す
る
問
題
意

識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
小
学
生
は
、
グ
ラ
フ
や
写
真
な
ど

の
フ
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
を
用
い
て
質
問
し
、
町
長

や
役
場
職
員
の
答
弁
に
対
し
て
、
さ
ら
に
掘
り

下
げ
た
質
問
を
す
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
を
展

開
し
て
、
町
に
対
す
る
疑
問
や
提
案
を
投
げ
か

け
ま
し
た
。

▶�

グ
ラ
フ
を
用
い
て
、
町
の
医
療
に
つ
い
て

提
案
す
る
飛
内
明
澄
香
議
員（
木
内
々
小
）。

▲堂々と自らの質問や提案を述べる児童たち。

▲�自らのアンケート結果を元に町民バス
の改善を訴える谷川薫議員（木ノ下小）。

▲�拡大写真を用いて道路改修の必要性を
説明する𠮷田竜徳議員（甲洋小）。
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大会出場おつかれさまでした
【サッカー】青森山田高等学校３年　嵯

さ が

峨 理
り く

久さん（木ノ下中）
　　　　　　　　―― 平成 28 年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会出場

【バレーボール男子】一関修紅高等学校３年　澤
さわかみ

上 星
せ い や

尉弥さん（木ノ下中）
　　　　　　　　―― 平成 28 年度全国高等学校総合体育大会男子バレーボール競技大会出場

【バレーボール女子】弘前聖愛高等学校２年　佐
さ さ き

々木 志
し ほ

芳さん（木ノ下中）
　　　　　　　　―― 平成 28 年度全国高等学校総合体育大会女子バレーボール競技大会出場

種目 順位 入賞者氏名
バレーボール男子 １位
サッカー １位
ボウリング １位
水泳男子 50ｍ背泳 １位 宮本 隆
陸上男子 Ａ400ｍ １位 高橋 海斗
陸上女子 Ｂ2000ｍ １位 溝口 るみ子
バレーボール女子 ２位
水泳男子 50ｍ平泳 ２位 宮本 隆
陸上男子 A1500ｍ ２位 福田 努
軟式野球 ３位
ソフトボール男子 ３位
水泳男子 50ｍバタフライ ３位 宮本 隆二
陸上男子 Ａ100ｍ ３位 小向 勇気

市
町
村
対
抗
県
民
体
育
大
会

結
果
の
お
知
ら
せ

　

第
71
回
市
町
村
対
抗
青

森
県
民
体
育
大
会
が
７
月

30
日
か
ら
31
日
ま
で
の
２

日
間
、
五
所
川
原
市
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
お
い
ら
せ
町
は
12
種

目
に
参
加
。
町
村
の
部
で

総
合
第
７
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
と
陸

上
女
子
Ｂ
２
千
ｍ
へ
出
場

し
た
溝
口
る
み
子
さ
ん
が

４
年
連
続
で
１
位
を
獲
得

し
ま
し
た
。

第24 回青森県民駅伝競走大会
― 開催のお知らせ ―

第９回おいらせ町卓球選手権大会
― 参加者募集のお知らせ ―

　「健脚でつなげ郷土の和と心」をスローガンに開催
される県民駅伝競走大会に、今年もおいらせ町は参
加します。
●日時　９月４日㊐　正午

●場所　【スタート】青森市アスパム前
　　　　【ゴール】県総合運動公園陸上競技場

●日時　10月２日㊐
●場所　いちょう公園体育館
●参加資格
　町民および町内に勤務または通学している人
●申込期限　９月16日㊎
●参加料金　500 円
●大会種目
　・シングルス（男女別）
　・ダブルス（男女別）
　・�ラージボールシングルス
（男女別）

　・�ラージボールダブルス（男
女混合）

　※�ダブルスペアは当日抽選
（ラージボール含む）。

　おいらせ町は「黄色23番」のナンバーカードです。
応援よろしくお願いします。

問 町卓球協会事務局　岡本
　 ☎０１７８－５６－２１６６

▶�

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
り
込

み
練
習
を
続
け
る
選
抜

メ
ン
バ
ー
た
ち
。
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　　  高校生レストラン

「キッチンいちょうの森」
特集

　おいらせ町で、百石高校食物調理科の生徒たちに
よる高校生レストラン「キッチンいちょうの森」が
オープンします。
　青森県内の公立高校で唯一、食物調理科を有する
百石高等学校。そこで身につけた知識や技術を活か
す場として、酒蔵・桃川に隣接する「おいらっせ交
流館」内で高校生レストランを開店します。（９月
10日を第１回に、来年２月までに５回開店予定）
　提供するメニューは和定食「結御膳（ゆいごぜん）」
で価格は８００円（税込）。生徒自身がメニュー企画
から仕込み、調理、接客、食材管理までのレストラ
ン運営を一貫して行います。▲レストランがオープンする「おいらっせ交流館」

Newly Opened！

レストランで提供する和定食の調理練習をする百石高校食物調理科の生徒たち

OIRASE     2016.9 4
Public Relations



　
全
国
初
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
三
重
県
多
気
町
に
あ
る
県
立

相
可
高
等
学
校
食
物
調
理
科
に
よ
る
「
ま
ご

の
店
」
で
す
。
ま
ご
の
店
は
平
成
14
年
に
高

校
生
の
調
理
実
習
施
設
と
し
て
小
さ
な
屋
台

か
ら
始
ま
り
、
平
成
17
年
に
は
多
気
町
が
約

９
千
万
円
か
け
て
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
専
用

施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。
高
校
生
に
よ
る
若

さ
あ
ふ
れ
る
丁
寧
な
接
客
と
プ
ロ
顔
負
け
の

高
い
料
理
技
術
で
人
気
を
集
め
、
こ
の
取
り

組
み
は
ド
ラ
マ
や
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ご
の
店
の
影
響
も
あ
り
、「
百
石
高
校

で
も
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
！
」
と
い
う
声

は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
施
す
る
施
設
、
食
品
衛
生

法
上
の
許
可
、
金
銭
を
扱
う
経
営
責
任
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、具
体
化
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
転
機
が
訪
れ
ま
す
。
百
石
高

校
の
荒
川
校
長
が
出
張
の
際
に
、「
三
重
県

立
相
可
高
校
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
『
ま
ご

の
店
』
の
仕
掛
人
で
あ
る
岸
川
政
之
さ
ん
が

青
森
に
来
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
つ
け
、
な

ん
と
か
お
い
ら
せ
町
へ
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
岸

川
氏
は
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
り
、
今
年
２

月
、
岸
川
氏
と
百
石
高
校
に
加
え
、
町
、
商

工
会
、
お
い
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
会
の
実
施
に
至

り
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
初
め
て
百
石
高
校
と
町
関
係
者

は
公
の
場
で
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
岸
川

氏
か
ら
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
は
生
徒
た
ち

の
学
び
の
場
。
第
一
目
的
は
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
で
も
、
地
域
経
済
の
た
め
で
も
な
い
、

高
校
生
の
成
長
の
た
め
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
意
識

が
一
つ
の
方
向
に
向
か
い
始
め
ま
し
た
。

　
今
年
５
月
に
も
岸
川
氏
は
お
い
ら
せ
町
を

訪
れ
、百
石
高
校
生
に
対
し
て「
ま
ご
の
店
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
、
生
徒
と
の

意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
と

て
も
意
欲
的
な
姿
勢
を
見
せ
、岸
川
氏
は「
先

生
も
生
徒
も
や
る
気
に
な
っ
て
い
る
、
町
も

全
力
で
応
援
し
て
い
る
、
必
ず
い
い
方
向
へ

向
か
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
実
現
に
向

け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の

方
々
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
施
設
や
衛
生
面

の
ほ
か
運
営
上
の
課
題
を
解
決
。

　
長
い
時
を
経
て
、
総
合
観
光
農
園
ア
グ
リ

の
里
お
い
ら
せ
が
酒
蔵
・
桃
川
の
一
部
施
設

を
活
用
し
て
運
営
す
る
「
お
い
ら
っ
せ
交
流

館
」
で
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

県
内
初
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
実
現
ま
で
の
道
の
り

「
ま
ご
の
店
」
の
仕
掛
け
人

岸
川
政
之
氏
の
後
押
し

地
域
の
人
々
に
支
援
さ
れ
、

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が
始
動

学校関係者を招いたプレオープン（８月12 日）で調理に励む生徒たち
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今
回
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
は
調
理
技
術
の

向
上
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
、
そ
し
て
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切

に
し
な
が
ら
料
理
を
作
り
、
調
理
人
に

大
切
な
態
度
や
礼
儀
を
身
に
つ
け
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
の
練
習
な
ど
を
通
し
て

失
敗
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
何
事
に

も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
力
も
伸
ば

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
い
よ
い
よ
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
多
方
面
に
わ
た
り
ご
支
援
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
夢
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
調
理
は
も
ち
ろ
ん
サ
ー
ビ
ス
に

も
力
を
入
れ
、
日
々
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
お

も
て
な
し
の
心
と
感
謝
の
気
持
ち
を

皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
ら

せ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

百石高校食物調理科 講師

浅
あ さ の

野 裕
ゆ う き

樹 先生

百石高校食物調理科 主任

大
や ま と

和 達
た つ こ

子 先生

高校生たちを指導する先生がたの声

開
業
の
裏
側
に
高
校
生
の
努
力
あ
り

　
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
に
向
け
て
、

百
石
高
校
食
物
調
理
科
の
生
徒
た
ち
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
と
対
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
日
々
の
調
理
技
術
の
練
習
で
は
、
実
際

に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
客
様
に
料
理
を
出
す

こ
と
を
意
識
し
た
訓
練
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。出
汁
巻
き
卵
の
練
習
の
た
め
、

最
初
は
タ
オ
ル
を
開
く
練
習
か
ら
始
め
、

均
一
な
質
の
出
汁
巻
き
卵
を
焼
け
る
よ
う

に
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

八
戸
市
の
「
古
今
料
理
・
花
乃
」
の
尾
崎

賢
一
氏
を
講
師
に
招
い
て
仕
込
み
か
ら
調

理
、
盛
付
け
ま
で
を
細
か
く
指
導
し
て
も

ら
い
、
実
践
的
な
調
理
技
術
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
接
客
の
面
で
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ヂ
」
へ
実
習

に
出
向
き
、
実
際
に
お
客
様
を
相
手
に
し

て
、オ
ー
ダ
ー
の
取
り
方
や
配
膳
の
仕
方
、

言
葉
遣
い
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
高
校
生
た
ち
の
努
力
を
経

て
、い
よ
い
よ
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン「
キ
ッ

チ
ン
い
ち
ょ
う
の
森
」
は
大
き
な
一
歩
を

歩
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

▲�生徒たちに結御膳の調理などを指
導する「古今料理・花乃」の尾崎
賢一氏。尾崎氏は「料理は相手が
いなければできないもの、相手が
いることを常に意識して、優しさ
を込めて作って欲しい」と生徒た
ちに語ります。

結ゆ
い
ご
ぜ
ん

御
膳

①�胡瓜と蟹
かま
かまの砧

きぬた
巻き～

梅肉のジュレ添え～
②もち小麦のすいとん
③季節の野菜の炊き合わせ
④だし巻き卵
⑤鶏肉の八幡巻

⑥旬魚の南蛮漬け
⑦長芋と茸の炊き込みご飯
⑧長芋の浅漬け
⑨�ふるさとムース オレンジと
長芋を二層にして～レモン
のクラッシュゼリー添え～

①①

②

④

⑨⑧

⑦⑤

③ ⑥
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宮
みやさと

里 純
じ ゅ り な

利菜 さん（18歳）
百石高校食物調理科 ３年生／得意料理：オムライス

川
かわむら

村 志
し ほ

帆 さん（18歳）
百石高校食物調理科 ３年生／得意料理：鶏唐揚げ

中
なかつか

塚 美
み う み

海 さん（16歳）
百石高校食物調理科 ２年生／得意料理：オムライス

須
す と う

藤 仁
ひ な

渚 さん（16歳）
百石高校食物調理科 １年生／得意料理：砧

きぬた
巻き

　私は小さいときから料理が大好きで、中学生の頃には百石高校の食
物調理科へ入ると決めていました。食物調理科に入ってからは、それ
まで意識していなかったお菓子作りの楽しさにも気づきました。卒業
後はホテルに就職してお客様サービスを学びつつ、いずれは自分のカ
フェをもつことが夢です。
　早く高校生レストランの場でお客様に自分の料理を食べていただき、
感想を聞いてみたいと思っています。お客様を相手にするので、衛生
面に細心の注意を払いつつ、絶対においしいと胸を張って言えるよう
な料理を提供できるように頑張りたいです。

　私は料理上手なお婆ちゃんに憧れて料理の道を選びました。食物調
理科では、「食物調理検定」という実技検定を定期的に受けなければな
らず、定期テスト以上にその対策は大変ですが、その分、充実した設
備と指導者のもとで料理を学ぶことができます。
　高校生レストランでは、早くお客さんに自分たちの料理を食べてほ
しいと思っていますが、まだ３年生の先輩方に頼っている部分も大き
いです。２年生である私たちも、調理をしながらお店全体を常に見渡
して、常に自分自身で考えて動き、スムーズな運営ができるように工
夫を重ねていきたいです。

　食物調理科では、先輩たちが調理実習で作った料理が、不定期で給
食として出されます。とてもおいしい料理ばかりで、私もそんな料理
が作れるようになりたいです。
　高校生レストランが始まることには、期待も不安も両方ありますが、
ここまで来たらやるしかないと思っています。レストラン内では主に
調理場とホールの中継を担いますが、お客様とも積極的に関わってい
きたいです。
　レストランで提供する私たちの「結御膳（ゆいごぜん）」は、とても
おいしいので、たくさんの人に食べに来てほしいと思います。

　私が百石高校食物調理科へ入ろうと思ったきっかけは、広報おいら
せでした。広報で百石高校食物調理科の特集（広報おいらせ2010 年
12月号）を読み、先輩たちの姿に強く憧れをもちました。
　食物調理科ではさまざまな実技の検定があり、その対策と練習は大
変ですが、その分、合格したときの喜びは大きいです。また、それら
は自分自身の技術となって確実に返ってきます。
　高校生レストランがいよいよ始まりますが、ここまで来たらやるし
かありません。お店では臨機応変に動くことを意識して、３年生とし
て後輩たちをフォローしながらお客様を迎えたいです。

高校生レストランに向けた生徒たちの決意
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　百石高校とカワヨグリーンロッヂとのお付き合いは古く、実
習受入は20年以上続いております。今年はいつもの調理実習
のほか、６月～７月の週末にホールでの接客も体験してもら
いました。高校生レスラン開業を見据えて「接客の経験が無い
生徒たちに現場で体験をさせたい」という高校側の思いに応え
たものです。
　はじめは緊張していた生徒たちも徐々に慣れていき、なかに
はお客様の質問によどみなく答える生徒もいて驚きました。当
然、覚えるのがゆっくりな生徒もいましたが、お客様をもてな
そうと一生懸命な姿勢は同じでした。
　生徒たちには、「キッチンいちょうの森」へ足を運んできた
お客様ひとりひとりを大切にする気持ちを忘れずに、失敗を恐
れずチャレンジしてほしいと思います。

　私が初めておいらせ町を訪れたのは、今年２月のことでし
た。そこで私は、わが町の相可高校が運営する高校生レスト
ランを例に出し、地域全体で応援団としてサポートしている
姿を語りました。５月には百石高校を訪問し、生徒たちと直
接話す機会があり、やる気に燃える生徒、指導する素晴らし
い先生、そして行政をはじめとする周りの期待と理解を感じ
ワクワクする気持ちになったのを覚えています。
　また、７月に中泊町をはじめ４市町を訪れた時、百石高校
の取組みを取り上げた東奥日報の記事を見せていただきまし
た。記事の内容がとても暖かく、記者の強い期待と生徒に対
するとても暖かい思いが読み取れ胸が熱くなりました。これ
からも多くの方の応援を受け、素晴らしいステージが用意さ
れていくことでしょう。そして、みんなで未来の大人たちを
応援していきましょう！

　高校生レストランがオープンする「おいらっせ交流館」は、
元々は障がい者の施設外就労支援を行うためにオープンしまし
た。主にソバを提供するカフェとして運営し、今後は特産品や
パンなどの販売も充実させていく予定です。元々は平日のみの
開館を考えていたのですが、高校側から「おいらっせ交流館で
高校生レストランを実施したい」という申し出を受けて、喜ん
で協力させていただきました。
　今の教育現場では応用力を身につける機会が少ないと感じま
すが、本来、若者の吸収力は物凄い。高校生レストランを通じ
て「自ら考えて動く力」を身につけて欲しいです。
　ゆくゆくは生徒自らが食材の調達を行ったり、季節に応じた
品目の提案をするなど、生徒ひとりひとりの創意工夫が輝く展
開を期待しています。

～高校生の接客実習を受け入れ～
カワヨグリーンロッヂ・ホール担当　舘

た て

 大
だ い す け

介 氏

～高校生レストラン「まごの店」の仕掛け人～
皇學館大学 現代日本社会学部・教授

百五銀行 地域創生部・顧問 岸
き し か わ

川 政
ま さ ゆ き

之 氏

～おいらっせ交流館を運営～
㈱アグリの里おいらせ・取締役　苫

と ま べ ち

米地 義
よ し ゆ き

之 氏

高校生を支援する大人たちからのメッセージ
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キッチン
いちょうの森

　
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
は
本
校
の
長
年
の
夢
で

し
た
。
も
う
一
歩
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
私
た
ち

が
、
い
よ
い
よ
「
や
る
決
心
」
を
し
た
の
は
、

生
徒
の
思
い
が
熟
し
た
こ
と
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
「
高
校
生
の
た
め
に
協
力
す
る
よ
」
と

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。

　
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
と
「
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」「
野
菜

を
（
鮭
を
）
提
供
し
ま
す
よ
。」
な
ど
、
温
か

い
言
葉
を
沢
山
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
し

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青
森
県
立
百
石
高
等
学
校
　
　
　

校
長
　
荒
川 

由
美
子
　

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
、
町
も
全
面
的
に
支
援

　
町
と
し
て
の
関
わ
り
は
、
昨
年
12
月

に
百
石
高
校
か
ら「
町
と
高
校
で
連
携・

協
力
し
て
、
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
」

と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し

た
。
そ
こ
で
、
百
石
高
校
と
町
が
共
同

で
、
三
重
県
多
気
町
に
お
い
て
全
国
初

の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
を
仕
掛
た
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
岸
川
氏
を
町
に
お
招

き
し
た
の
で
す
。

　
岸
川
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
、
百

石
高
校
の
生
徒
と
先
生
方
の
熱
意
を
目

に
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
県
立
高
校
に

通
う
生
徒
の
教
育
の
充
実
の
た
め
、
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
町

と
し
て
ど
ん
な
支
援
・
協
力
が
で
き
る

か
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
桃
川
株
式
会
社
の
見
学
施
設
を
改
装

し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、『
お
い
ら
っ
せ

交
流
館
』
を
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な

り
、
町
で
は
施
設
の
改
装
費
用
の
一
部

や
、
高
校
生
の
調
理
練
習
の
た
め
の
食

材
費
、
消
耗
品
費
な
ど
を
補
助
し
て
お

り
ま
す
。

　
地
元
で
頑
張
る
高
校
生
の
た
め
、
町

を
あ
げ
て
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「
キ
ッ

チ
ン
い
ち
ょ
う
の
森
」
を
応
援
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
一
度
、「
キ
ッ

チ
ン
い
ち
ょ
う
の
森
」
へ
足
を
運
び
、

そ
の
味
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

料
理
は
必
ず
あ
な
た
を
満
足
さ
せ
ま
す
。

問 青森県立百石高等学校
　　☎0178-52-2088（９時～ 16 時）
※おいらっせ交流館へのお問い合せはご遠慮ください。

百
石
道
路

至 三沢 至 三沢

至 十和田

イオン
モール下田

至 
八
戸

至 

八
戸

338

45

45

◉

青森銀行
百石高校

桃川

おいらせ病院
奥入瀬川

※�

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
は
生
徒
た
ち
の

研
修
の
場
で
す
。
生
徒
が
で
き
る
範

囲
で
の
運
営
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 ▲同じ味を出せるように練習を重ねる生徒たち。

高校生レストラン
「キッチンいちょうの森」
●初回オープン
　９月１０日㊏　※月に１回営業予定
●営業時間
　11時30分～ 14時00分　
　（ラストオーダー 13時30分、限定50食）
　※当日９時30分より整理券を配布します。
　※�整理券は50人に達しましたら配布を終了し
ます。11時30分前でも食券を購入できな
い場合がございますので、あらかじめご了
承ください。

●提供メニュー
　結御膳（ゆいごぜん）　800円（税込）
●平成28 年度の開店予定日
　�９月10日㊏、10月29日㊏、11月12日㊏、
１月28日㊏、２月４日㊏（計５回予定）

●場所
　おいらっせ交流館（おいらせ町上明堂113-1）

北
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　●
分庁舎

　●
ユニ
バース

●
百石

　高校●青森
　銀行

おいらせ
　　病院
　　　●

至八戸市

９月16日から
19日まで規制

９月16日㊎ 　規制時間／17:00～21:00
９月17日㊏ 　規制時間／14:30～17:30
９月18日㊐ 　規制時間／14:00～16:30
９月19日㊊ 　規制時間／14:30～17:30

９月17日、19日の
両日規制

至八戸市

奥入瀬川

明神川

至三沢市至三沢市至三沢市

←バス臨時
停留所◦

至八戸市

桃川●

石田
温泉
病院

338

45

県
道
八
戸
・
百
石
線

45

問町観光協会　☎0178�4703問町観光協会　☎0178�4703

停留所 時　刻 路線名
公園通 15:02 東線帰り５便

石田温泉
病院前

14:04 南線内回り３便（17・19日運行）
15:18 南線外回り４便
15:03 東線帰り５便
16:46 南線外回り４便（18日は運行）
17:06 北線外回り５便（18日は運行）

高校前

14:03 南線内回り３便（17・19日運行）
15:19 南線外回り４便
15:04 東線帰り５便
16:45 南線外回り４便（18日は運行）
17:07 北線外回り５便（18日は運行）
18:45 実証線（17～19日は運行）

百石案内所

14:02 南線内回り３便（17・19日運行）
15:20 南線外回り４便
15:05 東線帰り５便
16:44 南線外回り４便（18日は運行）
17:08 北線外回り５便（18日は運行）

中新町 15:07 東線帰り５便

味祭館 15:10 東線帰り５便
15:24 東線帰り５便

肴町 15:12 東線帰り５便

おいらせ病院

14:00 南線内回り３便（17・19日運行）
15:22 南線外回り４便
15:20 東線帰り５便
16:41 南線外回り４便（18日は運行）
17:10 北線外回り５便（18日は運行）

分庁舎前

13:57 南線内回り３便（17・19日運行）
15:25 南線外回り４便
16:39 南線外回り４便（18日は運行）
17:13 北線外回り５便（18日は運行）

百石中央

13:59 南線内回り３便（17・19日運行）
14:01 南線内回り３便（17・19日運行）
15:21 南線外回り４便
15:23 南線外回り４便
15:22 東線帰り５便
16:43 南線外回り４便（18日は運行）
16:40 南線外回り４便（18日は運行）
17:09 北線外回り５便（18日は運行）
17:11 北線外回り５便（18日は運行）

藤ケ森 15:25 東線帰り５便
下屋敷 15:26 東線帰り５便
堀切川 15:27 東線帰り５便
川口 15:29 東線帰り５便

９月 16 日金～ 19 日月
【会場】本町商店街（国道 45 号）／中央公園

◦←バス臨時
停留所

祭り期間中の道路交通規制（9/16 ～ 19） ９月16 日㊎～ 19 日㊊は利用できない
町民バス時刻（停留所別）
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カラオケ大会参加者を募集します
●日　　時　９月19日㊊　18時から
●場　　所　中央公園
●集合場所　町商工会百石支所前
●�申込期間　�９月１日㊍～９日㊎に観光協会

へ電話で申し込んでください。
●募集人数　先着30人
●�留意事項
　�　参加希望者は、当日各自CD、テープ(2
コーラス)を持参。当日は17時までに集合し
てください。

仮装大会参加者を募集します
●日　　時　９月18日㊐　正午から審査会
●場　　所　百石高校敷地内
●申込方法�　９月９日㊎までに観光協会へ

　申し込んでください。
●参加資格
【子どもの部】
　町内在住の小中学生（先着５団体）
【大人の部】
　�町内在住、または町内で勤務する人（先
着10団体）

　※いずれも１団体５人以上で編成

　明治時代からの伝統を今に伝える百石まつり。五穀豊穣、大漁を祈願し、今年は10台の山車が町
内を練り歩きます。

●問い合わせ
祭り内容に関すること▶▶▶商工観光課　☎0178�4703　町民バスに関すること▶▶▶企画財政課　☎0178�4273

おいらせ百
も も

石
い し

まつり

16 日㊎
前夜祭【18 時半～】
・山車夜間展示
・まつりばやし共演会

国道45号
（一丁目～六丁目）

17 日㊏

お通り【15 時～】
　・御神輿渡御
　・百中、百高ブラスバンド
　・大権現、虎舞、駒踊り
　・�婦人会/文化協会/百石高校
流し踊り

　・山車合同運行

国道45号
（一丁目出発）

おまつり広場【17時～】
　・百石高校吹奏楽部演奏会
　・胡蝶蘭舞太鼓
　・�ターンバックミニコンサート
　・�百石歌謡愛好会歌と踊りの
ステージ

中央公園

18 日㊐

交通安全パレード【14時～】
　・青森県警音楽隊
　・千葉学園高バトントワリング
　・�パイオニアよさこいソーラン／

百石高校よさこいソーラン
　・町内保育園／幼稚園パレード
　・花美流稲扇会流し踊り
　・仮装行列

国道45号
（六丁目出発）

おまつり広場【16時～】
　・大ビンゴ大会
　・ナニャドヤラ大会
　・眞園みほ歌謡ショーほか

中央公園

クラシックカーフェスタ
【10時～ 14 時】※新規併催行事

みなくる館
（駐車場）

19 日㊊

お還り【15 時～】
　・御神輿還御
　・百中、百高ブラスバンド
　・大権現、虎舞、駒踊り
　・婦人会 /百石高校流し踊り
　・山車合同運行

国道45号
（六丁目出発）

おまつり広場【17時～】
　・�民謡とジャズのステージ
ショー

　・カラオケ大会

中央公園

百
石
道
路

国
道
３
３
８
号

至 

三
沢

至 

三
沢

北

至 

八
戸

至 

八
戸

国道45号至 十和田

奥入瀬川

おいらせ
病院

役場
分庁舎

青森
銀行

百石
高校山

車
夜
間
展
示
区
間

　今年度の「おいらせ百石まつり」前夜祭は、従
来から会場を変更し、国道45 号において山車夜間
展示とまつりばやし共演会を開催します。

◎開催日時
　９月16日㊎
　18時30分開始
◎開催場所　右記のとおり
◎規制時間（一時解除あり）
　17時から21時まで
※�付近の住民の皆様におかれまし
ては、交通規制および祭囃子な
どの大きな音でご迷惑をおかけ
しますが、何卒ご了承ください。

※おまつり広場内での飲酒・喫煙はご遠慮ください。

参加者募集 祭りのプログラム

前夜祭・山車夜間展示は
国道45 号で開催します
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問町観光協会　☎0178�4703

23日㊎
前夜祭【19時～】
・山車展示
・まつりばやし競演会

駅前広場

24日㊏

お通り【14時～】
・御神輿
・木ノ下中ブラスバンド
・獅子舞・鶏舞
・団体パレード
・山車合同運行

三田神社
│

三田バイパス
北口

駅前広場【16時～】
・パレード団体の踊りなど
・�ゴスペルクワイヤ/ONE 
FAMILYライブ
・カラオケ大会

駅前広場

25日㊐

お還り【14時～】
・御神輿
・下田中ブラスバンド
・獅子舞、鶏舞
・団体パレード
・山車合同運行

三田バイパス
北口
│

三田神社

駅前広場【16時～】
・パレード団体の踊りなど
・アースガールズライブ
・ＧＭＵライブ
・瀬知素子ライブ
・おいらせ歌謡愛好会 歌謡ショー
・大抽選会

駅前広場

※�雨天時にはプログラムを変更することがあります。

仮装パレード参加者を募集します

カラオケ大会参加者を募集します

出店業者を募集します

●日　　時　９月24日㊏　14時から
●�参加資格　町内在住または町内で
勤務する５人以上のグループ

●�申込方法　９月13日㊋までに観光
協会へ申し込んでください。先着
５団体です。

●日　　時　９月24日㊏ 18時半から
●�申込開始　９月１日㊍から町商工会
（☎0178�2511）にて申込受付
を開始します。先着20人です。

●�出店料金　１区画（３㍍×２.5㍍）
につき５千円。
　※１業者２区画まで申し込み可能。
●�申込方法　申し込みできるのは町
民、町観光協会員および町商工会員
などです。９月16日㊎までに観光協
会へ申し込んでください。

９月 23 日金～ 25 日日
【会場】青い森鉄道・下田駅周辺

参加者募集祭りのプログラム

OIRASE     2016.9 12
Public Relations



●問い合わせ
祭り内容に関すること▶▶▶商工観光課　☎0178�4703　町民バスに関すること▶▶▶企画財政課　☎0178�4273

　祭り期間中は、道路交通規制により、以下のバス
停・時間帯に「町民バス」は停車しません

9月24日から25日まで利用できない町民バス時刻

9月23日に利用できない町民バス時刻

９月23日㊎、24日㊏、25日㊐は終日「下田駅前」
からのバスは利用できません。「バス臨時停留所」を
ご利用ください。

停留所 時　刻 路線名
下田駅前 18:15 南線内回り５便

停留所 時　刻 路線名

下田診療所
18:13 南線外回り５便
18:23 北線内回り５便
18:55 南線外回り５便

停留所 時　刻 路線名

下田駅前

13:05 南線内回り3便
13:05 東線帰り４便
13:35 北線内回り３便
13:47 南線内回り３便
15:35 南線外回り４便
16:12 北線外回り４便
16:25 南線外回り４便

停留所 時　刻 路線名

下田診療所

13:03 南線内回り3便
13:10 北線外回り２便
15:33 南線外回り４便
16:10 北線外回り４便
16:15 南線外回り４便

奥入瀬川

25日山車搬送時規制（13:00-14:00、16:30-17:10）
24日・25日両日通行止め（14:00-16:30）
25日通行止め区間（13:00~16:30）

24日山車搬送時規制（13:00-14:00、16:30-17:10）
24日・25日両日通行止め（14:00-16:30）

下
田
駅

至向山駅

●
本庁舎

駅前
広場

●
ＪＡ

至下田公園

●
木内々小

しもだサーモンパーク

臨時駐車場

45

バス臨時
停留所

◦

山車運行区域

山
車
運
行区域

　仮装した人間が「生き人形」になり山車に乗る下田まつり。今年も４台の山車が下田駅周辺を練
り歩きます。

おいらせ下
し も だ

田まつり

祭り期間中の道路交通規制（9/23 ～ 25）
９月23 日㊎～ 25 日㊐は利用できない

町民バス時刻（停留所別）
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第９回おいらせ秋祭り山車合同夜間運行
10 月１日（土）
イオンモール下田で開催

百石まつりと下田まつりの山車が合同運行いたします。
　【出演団体】�藤ヶ森山車組、上新町山車組、三田北山車組、三田南山車組、間木山車組、三本木山車組（予定）、

パイオニアソーラン、間木芸能保存会

北側駐車場会場 西コート会場
オープニングイベント
　16時30分　おいらせHot Hearts Club Band
　17時00分　あゆみ保育園
　17時10分　木ノ下町内会神楽
　17時30分　胡蝶蘭舞

山車合同夜間運行
　18時00分　入場・運行
　18時55分　山車太鼓、踊り共演

18時00分～ 18時55分
　�下田まつり・百石まつり
写真展示、阿光坊古墳群
紹介、町の制度紹介花火大会　19時45分～ 19時55分

※へっちょこ汁や飲み物などの露店営業もあります（17時～ 20時）

①�東線 (主に百石地区を運行 )にバス停「深沢入
口 (深沢信号機から北へ100 ｍ程 )」、「おいら
せＳＣ (おいらせＳＣ付近 )」を新設します。

②�北線 (主に下田北部地区を運行 )にバス停「旭ヶ
丘団地中央 (旭ヶ丘団地内中央交差点付近 )」
を新設します。伴って一部経路変更のため「東
下田」を経由しません。

③�南線 (主に下田地区南部を運行 )にバス停「向
山霊園 (向山霊園付近 )」、「おいらせＳＣ (お
いらせＳＣ付近 )」を新設します。

④�イオンモール下田⇔下田駅線の時刻を青い森
鉄道時刻に合わせて一部変更します。

⑤�東線 (高校前～三沢駅 )、南線 (鍋久保西～お
いらせ病院 )の実証運行便について、土日祝日
の運行を休止します。

●回数券の種類
　一般利用者券：200 円券×11 枚つづり
　通学利用者券：200 円券×13 枚つづり

●販売価格
　2,000 円（一般券と通学券いずれも同額）

●販売場所
　・十和田観光電鉄 (株 )三沢駅バス案内所
　・十和田観光電鉄 (株 )百石案内所
　・イオンモール下田サービスカウンター

●販売開始日
　９月下旬から販売開始予定
　※�詳しい日程が決まりましたら、町ホームペー

ジ、バス内または販売所でお知らせします。

町民バス情報 １０月１日から変わります！
【主な改正内容】 【町民バス回数券を販売開始】

問 企画財政課
　　☎0178-56-4273
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おいらせ軽トラ市

　恒例となっている「おいらせ軽トラ市」を、北公民館と青葉公園に会場を移動して行います。
販売商品はあなたのアイディア次第！　農産・海産・畜産物及び加工品、手作り工芸品、オリ
ジナルの商品や、新商品のＰＲ・新企画のキャンペーンなどにもお役立てください。あわせて「フ
リーマーケット」を開催しますので、こちらも出店者を募集しています。 

●出店条件
　�店車両は軽トラックに限ります。
　※軽バス・軽バンでも出店可能です。
●出店料（軽トラ出店、フリーマーケット）
　１区画につき５００円
●申込締切日
　９月16 日㊎まで
●募集台数
　・軽トラック　15 台
　・フリーマーケット　10 名
　※募集台数に達し次第、受付を終了します。
●申込方法
　�　申込用紙は商工会本所並びに百石支所に
ございます。申込書を持参いただくか郵送
またはＦＡＸにて送付ください。

開催日時：９月４日（日）
　　　　　８時00 分～ 12 時00 分
　※12 月まで毎月第１日曜日に開催します。

開催日時：百石本町商店街（中央町）
　　　　　　（役場分庁舎の周辺）

●留意事項
　・�出店者は実行委員会の指示に従ってくだ

さい。
　・�販売等において許可が必要なものは、あ

らかじめ出店者で許可を受けてください。
　・�コピー商品など、法律に違反する物品や

社会通念上ふさわしくないと実行委員会
が判断したものは販売できません。

　・�販売に関するすべての備品および、つり
銭等については各自ご用意ください。

　・�出店に関する事故・販売に関するトラブ
ル等について一切責任を負いかねます。

問 おいらせ軽トラ市実行委員会事務局
　 （おいらせ町商工会百石支所内）
　　☎ ０１７８－５２－２０２９
　　FAX ０１７８－５２－６６４２

「おいらせ軽トラ移動市」への出店者を募集！

今月の軽トラ市情報

開催日：10 月23 日（日）　場所：北公民館および青葉公園

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、「
支
払
番
号
」
を
伝
え
、
コ

ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
お
金
を
支
払
わ

せ
る
コ
ン
ビ
ニ
払
い
が
悪
用
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
連

絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

　

発
熱
を
伴
い
水
素
を
発
生
す
る

入
浴
剤
は
、
商
品
に
よ
っ
て
、
お

湯
の
温
度
や
専
用
ケ
ー
ス
の
表
面

が
高
温
に
な
っ
て
、
や
け
ど
を
負

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
湯
に
入
れ
た
ら
直
接
入
浴
剤

に
触
れ
な
い
、
し
ば
ら
く
取
り
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
素
が
発
生
す
る

パ
ッ
ク
型
入
浴
剤
に
注
意
！

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
い
を

指
示
す
る
架
空
請
求
に
注
意
！

消 

費 

生 

活 

情 

報

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
！
）

問 

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
！
）

OIRASE     2016.915
Public Relations



町 内 会
有楽町／阿光坊／
本村／新敷／
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ
丘／鶉久保／木ノ下／豊栄
／豊原／向山／苫米地／洋
光台／根岸／黒坂／深沢／
一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙／
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平／
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団
地／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／
川口／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ９月23日㊎ 9月27日㊋ 9月26日㊊

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　　　９月７ 日㊌       　　　　　　　　　　　９月14日㊌
　　　　　　　　　　　　　９月21日㊌       　　　　　　　　　　   ９月28日㊌

粗 大 ご み ９月９日㊎・23日㊎　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください。
黄色の警告シールがついた場合、ごみ出しのルールが守られていません。不具合を直し新しい袋かシールをはがした袋で出してください。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

小
型
家
電
巡
回
回
収

 問環境保健課　☎0178�4218

※�巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き
去りにしないでください。

９月７日㊌　下田地区の各集会所など

※�テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。

９月８日㊍　百石地区の各集会所など
巡回時刻 巡回場所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

巡回時刻 巡回場所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

巡回時刻 巡回場所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ケ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

巡回時刻 巡回場所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 いちょう公

園交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

　
「
大
量
の
煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」、「
洗

濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い
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困
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煙
害

で
体
調
が
悪
く
な
る
」
な
ど
の
住
民
苦
情
が

多
く
役
場
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
町
内
に
お
け
る
農
作
業
で
の
野
焼
き
行

為
（
※
解
説
参
照
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
農
作
業
で
や
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得
ず
草
木
な
ど
の
野
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を
す
る
場
合
は
、
草
木
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燥
具
合
や
風
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て
、
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辺
住
民
の
生
活
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境
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周
辺
道
路
の
交
通
状
況
に
配
慮
し
て
実

施
す
る
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
宅
街
や
山
林
の
周
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お
け
る

野
焼
き
行
為
の
ほ
か
、
大
量
の
焼
却
物
の
野

焼
き
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す
る
煙
や
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火
災
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と
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さ
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ま
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わ
し
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煙
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は
火
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あ
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出
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署
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す
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※
《
解
説
》

�　
野
焼
き
行
為（
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
）は
、

原
則
と
し
て
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
第
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条

の
２
）
で
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さ
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①�

国
ま
た
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体
に
よ
る
、
そ
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施
設
の
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を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
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物
の
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却

　
［
例
］
河
川
敷
、
道
路
側
の
草
焼
き

②�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の
他

の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧

の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
［
例�

］災
害
な
ど
の
応
急
対
策
、火
災
予
防

訓
練

③�

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
［
例�

］
ど
ん
ど
焼
き
、
塔
婆
の
供
養
焼
却

④�

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却

　
［
例�
］
焼
き
畑
、
畔
草
や
下
枝
の
焼
却

⑤�

焚
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
の
焼
却
で
あ
っ

て
軽
微
な
も
の

　
［
例�

］
落
ち
葉
焚
き
、
焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
一
時
的
に
暖
を

取
る
な
ど
ご
み
焼
却
を
目
的
と
し
な

い
も
の

　
　

問 

環
境
保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
２
１
８

　
　
　

 

お
い
ら
せ
消
防
署

　
　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
�
２
５
２
５

「
野
焼
き
」
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

～
農
作
業
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
場
合
は
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
～
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第２回食品廃棄物リサイクル推進セミナーを開催
　「生ごみを減らす・再利用する」をテーマに、町民や事業者の意識を高めていただこうと取り組んで
いる食品廃棄物リサイクル推進セミナーの第2回研修を開催します。
　今回のセミナーは移動研修として、生ごみの堆肥化に取り組んでいる八戸市南郷区のリサイクルプ
ラントを視察します。関心のある方はふるってお申し込みください。
○開催日時
　９月28日㊌　午前10時～午後2時
○視察場所
　佐々木総業（株）　バイオ・リサイクルセンター南郷
　※分庁舎に集合して貸切バスで移動します。
○参加定員
　30人
○昼食
　「道の駅なんごう」にて各自負担になります。
○参加申込
　９月21日㊌までに氏名・住所・連絡先をお知らせください。

問環境保健課　☎ ０１７８�４２１８

おいらせ町都市計画審議会委員を公募します
おいらせ町では、町民の皆様のご意見を都市計画行政に反映させるため、おいらせ町都市計画審議会
委員の公募を行います。

1 募集人員
　２人以内

2 応募資格
　①おいらせ町に在住する者で満20歳以上の者
　②�平日に開催する審議会に出席できる見込みの
ある人

　③おいらせ町の他の付属機関等の委員でない者
　④�行政機関の職員及び地方公共団体の議会の議
員でない人

　⑤�おいらせ町の都市計画及び土地利用規制等に
直接的な利権を有しない人

3 募集期間
　８月25日㊍から９月15日㊍まで
　※郵送の場合は、当日消印有効

4 応募方法
　�　応募申込書に必要事項を明記のうえ、小論文
「おいらせ町のまちづくりについて」（800 字
程度）を記入して、募集期間内に持参、郵送、
FAX又は電子メールで提出してください。な
お、提出された書類等は返却いたしませんので、

あらかじめご了承ください。
　※�応募申込書は、地域整備課に備え付けており
ます。なお、町ホームページからもダウンロー
ドできます。

5 委員候補者の選考方法等
　�　提出いただいた書類の内容について、おいら
せ町都市計画審議会委員公募選考会において審
査を行い、委員候補者を決定します。選考結果
については、応募者全員にご連絡します。

6 委員の任務等
　�　都市計画の決定及び変更に関する事項の調査
審議を行っていただきます。

7 任期及び報酬等
　委員の任期は、平成28年10月末頃より2年間
です。また、審議会の開催回数は、年に２～３
回程度です。なお、審議会出席の際は、町条例に
基づき、報酬及び交通費が支給されます。

問（申込先）地域整備課
　☎０１７８－５６－４７０２
　FAX ０１７８－５６－４３６４
　電子メール chiiki@town.oirase.aomori.jp
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㊿

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

報情

各
種
施
策
・
行
事
案
内

●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
　※印鑑登録・廃止・　 
　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできま
せん。

問北部出張所☎0176㊿1208
　青葉二丁目50番地1395　　

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

北部出張所でも
各種証明書を
発行しています

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

青葉
公園

北部出張所（北公民館内）

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

福
祉
・
保
健
の

　

お
仕
事
応
援
デ
イ

ｉ
ｎ
お
い
ら
せ

法
の
日
・
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

動
物
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

原
子
力
に
関
す
る

意
見
交
換
会

あ
い
体
験
▼
乗
馬
体
験
▼
工
作

コ
ー
ナ
ー
ほ
か

問� 

青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
‐
７
２
６
‐
６
１
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

○�

料
金　
入
場
無
料

問� 

青
森
県
原
子
力
立
地
対
策
課

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
７
３
８

り
ま
す
。

問� 

青
森
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７
‐
７
７
６
‐
８
３
９
８

　

 
青
森
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
９
４
０
‐
２
３
０

　
福
祉
・
保
健
分
野
に
関
す
る
就

職
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
提
供
す
る

機
会
と
し
て
「
福
祉
・
保
育
の
お

仕
事
応
援
デ
イ
ｉ
ｎ
お
い
ら
せ
～

や
っ
ぱ
り
人
が
、
子
ど
も
が
好

き
！
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
日
時　
９
月
26
日
㊊

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
19
時

○�

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

　
　
　
　
　
１
階
ス
ワ
ン
コ
ー
ト

○�

料
金
　
無
料

○�
参
加
対
象　

▼
福
祉
、
介
護
、

保
育
分
野
に
興
味
の
あ
る
高
校

生
と
保
護
者
、
学
生
、
一
般
求

職
者
▼
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
実
務
者
研
修
の
受
講
者
と

受
講
修
了
者
▼
保
育
士
資
格
・

介
護
福
祉
士
な
ど
の
有
資
格
者

▼
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

人
材
バ
ン
ク
、
保
育
士
・
保
育

所
支
援
セ
ン
タ
ー
求
職
登
録
者

な
ど

○�

内
容　
▼
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
保
育
所
等
民
有
地
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
相
談
会
▼
保
育
に
役
立

つ
ミ
ニ
講
座
▼
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
理
解
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
30
分
～
）
▼
福
祉
の
お

仕
事
ミ
ニ
ガ
イ
ド
入
門
セ
ミ
ナ

ー
（
11
時
30
分
～
）
▼
保
育
士

の
た
め
の
記
録
書
き
方
セ
ミ
ナ

ー
（
14
時
～
）
▼
福
祉
の
お
仕

事
ミ
ニ
ガ
イ
ド
入
門
セ
ミ
ナ
ー

（
15
時
～
）
な
ど

問� 

青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
／

青
森
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
‐
７
１
８
‐
２
２
２
５

　
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
日

常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
法
律
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
、

具
体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る

場
合
に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
相
談
員
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○�

日
時　
10
月
１
日
㊏

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
15
時

○�

場
所　
十
和
田
市
東
公
民
館

　
（�

十
和
田
市
大
字
三
本
木
字
里

ノ
沢
１
‐
２
４
０
）

※�

こ
の
日
以
外
で
も
、
県
司
法
書

士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
い
た
だ
け
る
と
、
相
談
の

ご
案
内
や
相
談
内
容
に
応
じ
た

司
法
書
士
の
紹
介
を
行
っ
て
お

　

動
物
愛
護
と
適
正
飼
育
の
普

及
・
啓
発
の
た
め
、「
動
物
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

～
つ
な
げ
よ
う
愛
護
の
思
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
雨
天
決
行
で
す
。

○�

日
時　
９
月
24
日
㊏
・
25
日
㊐

　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

○�

場
所　
青
森
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
青
森
市
大
字
宮
田
字
玉

水
１
１
９
‐
１
）

○�

内
容　
▼
譲
渡
犬
同
窓
会
▼
譲

渡
猫
近
況
報
告
写
真
展
▼
犬
猫

か
ら
人
に
う
つ
る
病
気
▼
犬
の

し
つ
け
方
教
室
▼
動
物
の
ふ
れ

　
県
で
は
、
原
子
力
に
関
す
る
知

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
放
射

線
の
基
礎
か
ら
原
子
力
を
巡
る
最

新
の
状
況
ま
で
幅
広
く
解
説
し
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
受
け
す
る

ほ
か
、
放
射
線
を
利
用
し
た
製
品

の
紹
介
や
実
演
も
行
い
ま
す
。

○�

日
時　
９
月
29
日
㊍

　
　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
20
分

○�

場
所　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
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募　

集

町
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

お
い
ら
せ
消
防
署
・
高

規
格
救
急
車
等
展
示
会

八
戸
調
停
協
会

　
 

無
料
調
停
相
談
会

障
害
者
就
職
面
接
会

○
募
集
団
地　
中
下
田
団
地
３
戸

　
▼�

所
在
地　
お
い
ら
せ
町
中
下

田
５
０
４
‐
２

　
▼�

家
賃　

２
万
８
０
０
円
～

３
万
４
千
円

○
団
地
概
要

　
▼
平
成
11
年
～
12
年
度
建
設　

　
▼
３
階
建
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

○
募
集
期
間

　
９
月
１
日
㊍
～
９
月
14
日
㊌

○
選
考
方
法

　
高
規
格
救
急
車
や
救
急
資
機
材

等
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、ご
家
族
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
９
月
３
日
㊏

　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
15
時

○
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

問 

お
い
ら
せ
消
防
署

　
　
　

☎
０
１
７
８
�
２
５
２
５

　

離
婚
、
養
育
費
、
財
産
分
与
、

遺
産
分
割
な
ど
の
家
事
、
お
金
の

貸
し
借
り
、
交
通
事
故
、
近
隣
問

題
な
ど
の
民
事
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
現
役
の
調
停
委
員
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　
10
月
21
日
㊎

　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

○�

会
場　
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
っ
ち
・
２
階
シ
ア
タ

ー
２（
八
戸
市
三
日
町
11
‐
１
）

問
八
戸
調
停
協
会

　
　

☎
０
１
７
８
㊼
２
８
１
７

　
　

☎
０
１
７
８
㉜
４
６
０
７

ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル「
芙
蓉
の
間
」

問 

三
沢
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　
　
　
　
　

障
害
者
担
当

　
　

☎
０
１
７
６
�
４
１
７
８

　

三
沢
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
障

害
者
面
接
会
を
八
戸
公
共
職
業
安

定
所
な
ど
と
共
催
に
よ
り
開
催
し

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
で
、
面
接

会
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
の
う
え

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
18
日
㊋

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

○�

会
場　
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
・

　

�　
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

○
入
居
時
期

　
平
成
28
年
11
月
予
定

○
入
居
要
件

　

�

▼
現
に
同
居
す
る
親
族
が
あ
る

人
▼
世
帯
の
月
収
が
15
万
８
千

円
以
下
の
人
▼
町
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人
▼
暴
力
団
員
で
な

い
人

　
※�

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど

は
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法

　

�　
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付

し
、
地
域
整
備
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
①
住
民
票
謄
本

　
②�

平
成
28
年
度
課
税
（
所
得
）

証
明
書

　
③�

町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
の
証
明
書

　
※�

申
込
書
は
地
域
整
備
課
で
配

布
し
ま
す
。

○
そ
の
他
の
留
意
事
項

　
▼�
入
居
決
定
者
は
、
町
内
に
在

住
し
て
い
る
連
帯
保
証
人
２

人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
▼�

入
居
の
際
に
、
敷
金
（
家
賃

３
ヶ
月
分
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※�

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

地
域
整
備
課

　
　

☎
０
１
７
８
�
４
７
０
２

問 自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所　☎0176 �1346（FAX兼）
　 〒033-0037　三沢市松園町三丁目6-16　中野プラザビル２階

※詳細については下記へお問い合せください。

平成28 年度自衛官募集案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験会場

防衛医科大学校
看護学科学生

高校を卒業（見込含）した
21歳未満の男女 ９月５日㊊

～
９月30日㊎

10月15日㊏ 白山台公民館（八戸）
青森第２合同庁舎

防衛医科大学校
医学科学生

高校を卒業（見込含）した
21歳未満の男女

10月29日㊏
10月30日㊐ 青森第２合同庁舎

防衛大学校学生
（推薦）

高校を卒業（見込含）した
21歳未満の男女

９月５日㊊
～

９月８日㊍

９月24日㊏
　～ 25日㊐ 防衛大学校

防衛大学校学生
（総合選抜） ９月24日㊏ 防衛大学校

防衛大学校学生
（一般前期）

９月５日㊊～
９月30日㊎

11月５日㊏
　 ～６日㊐ 小中野公民館（八戸）
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

　
お 

知 

ら 

せ

　
青
森
県
東
部
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
漁

業
法
の
規
定
に
よ
り
毎
年
９
月
１

日
現
在
で
作
成
し
、
９
月
５
日
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
基
づ

き
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

必
ず
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○�

資
格　
町
内
に
住
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
り
、
一
年
の
う
ち
90

日
以
上
漁
業
に
従
事
す
る
人

で
、
平
成
28
年
12
月
６
日
現
在

で
満
18
歳
以
上
の
人
。

○�

提
出
期
間　
９
月
１
日
㊍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
日
㊊

○�

受
付
時
間　
８
時
半
～
17
時

※�

申
請
書
は
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）
お
よ
び
百

石
町
漁
業
協
同
組
合
で
お
配
り

し
て
い
ま
す
。

問
（
提
出
先
）

　

�

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総

務
課
内
）

　
　

☎
０
１
７
８
�
２
１
６
６

　
総
務
省
統
計
局
お
よ
び
青
森
県

で
は
、
10
月
20
日
現
在
で
平
成
28

年
度
社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
国
民
の
生
活

時
間
の
使
い
方
や
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
状
況
を
調
べ
、
暮
ら
し
や
社
会

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に

か
け
て
、
調
査
員
が
調
査
を
お
願

い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
調

査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

青
森
県
企
画
政
策
部

　

統
計
分
析
課
人
口
労
働
統
計
Ｇ

　

☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
１
６
９

　

町
企
画
財
政
課

　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
３

青
森
県
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.pref.

aom
ori.lg.jp/soshiki/kikaku/

tokei/28syakai.htm
l

）

総
務
省
統
計
局
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

stat.go.jp/data/shakai/2016/

）

「
青
森
県
東
部
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
」

選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
請
を
お
願
い
し
ま
す

～
よ
り
良
い
未
来
を

つ
く
る
た
め
～

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

法
人
関
係
税
の電子

申
告　

　
青
森
県
で
は
、
地
方
税
電
子
化

協
議
会
が
運
営
す
る
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（
通
称
「
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
：
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」）
を
利

用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
法
人
関
係
税
の
申
告
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
手
続
き

　

�　
法
人
関
係
税（
法
人
県
民
税
、

法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
特
別

税
）
の
申
告
手
続
き

○
利
用
で
き
る
人

　

�

納
税
者
（
税
理
士
な
ど
の
代
理

人
を
含
む
）

○
電
子
申
告
の
特
徴

　

�　
「
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
」
な
ど
の

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
対
応
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
、
自
宅
な
ど
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
申
告
手

続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
方
法

　

�　
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
利
用
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
電
子
証

明
書
」
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
※�

関
与
税
理
士
な
ど
が
代
理
申

告
す
る
場
合
は
、
納
税
者
の

電
子
証
明
書
は
不
要
で
す
。

ご
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.eltax.jp/

）

問 

上
北
地
域
県
民
局
課
税
課

　
　

☎
０
１
７
６
㉒
８
１
１
１

合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
青
森
県
産

業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
１
７
‐
７
５
２
‐
９
２
２
５

　
青
森
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　

☎
０
１
７
‐
７
２
３
‐
１
０
２
１

多
重
債
務
相
談
窓
口

被
災
し
た
経
営
者
の

　
　

事
業
再
生
を
支
援

　
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

で
は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
借
金
な
ど
で

お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・

無
料
で
す
。

○�

受
付　
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）
８
時
半
～
12

時
／
13
時
～
16
時
半

○�

場
所　
青
森
財
務
事
務
所
（
青

森
市
新
町
２
‐
４
‐
25　
青
森

合
同
庁
舎
３
階
）

　

☎
０
１
７
‐
７
７
４
‐
６
４
８
８

　
21
あ
お
も
り
産
業
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
大
震
災
の
影
響
や

厳
し
い
経
営
で
お
困
り
の
経
営
者

の
「
事
業
再
生
」
に
向
け
た
取
り

組
み
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
大
震
災
以
降
、
売

り
上
げ
が
伸
び
ず
に
借
入
金
の
負

担
が
大
き
い
」、「
過
剰
債
務
・
過

剰
投
資
に
よ
り
財
務
内
容
が
悪
化

し
て
い
る
」
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー

ス
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
窓
口
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問� 

（
公
財
）
21
あ
お
も
り
産
業
総

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
９
月
５
日
㊊
か
ら

11
日
㊐
ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一

斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間
と
し
て
、

次
の
と
お
り
相
談
時
間
を
拡
充
し

て
い
ま
す
。

○
拡
充
期
間
・
受
付
時
間

　
９
月
５
日
㊊
～
９
日
㊎

　
　
　
　
　
８
時
半
～
19
時

　
９
月
10
日
㊏
・
11
日
㊐

　
　
　
　
　
10
時
～
17
時

問 

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０（主催）

　三田保育園、菜の花保育園、あゆみ保育園

●場所　東京インテリア１階
　　　　　　　・キッズコーナー
●内容　えほん、手遊び、
　　　　ふれあい遊びなど

９月21日㊌　11時～
広場

おいらせ町地域子育て支援センター
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老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

９月の相談窓口
日中お仕事などで、税金・保険料の
納付や相談が困難なとき

・納税相談   問税務課 ☎ 0178 � 4704

①夜間納税相談……17時～20時

②休日納税相談……８時半～17時

時間内であれば税金・保険料を納める
こともできます。
お気軽にご利用・ご相談ください。

　９月 30 日㊎は固定資産税第３期、
国民健康保険税第３期、介護保険料第
３期、後期高齢者医療保険料第３期の
納付期限です。
※�納め忘れの防止、手間のかからない
　口座振替が便利です！
※�高齢者や障がい者など、身体の不自由な
人が、どうしても金融機関や役場窓口で
税金を納められない場合には、自宅へ訪
問し徴収することもできます。

・�町民相談　９日㊎　10 時～ 15 時
    場北公民館 
　 問総務課☎ 0178 � 2166
    相談員　小田 耕滋
・�行政相談　28 日㊌　10 時～ 12 時
    場中央公民館
　 問総務課☎ 0178 � 2166
    相談員  徳永 幸雄（☎ 0178 � 3850）

場本庁舎　６㊋、20 日㊋
場分庁舎　13 日㊋、27 日㊋

場本庁舎　４日㊐

日常の困りごとなど

老人福祉センター☎0178-56-4415　農村環境改善センター☎0178-56-5255　　　　　　　　　　　　　　　　いきいき館☎0178-52-7095　みなくる館☎0178-52-3900　学校給食センター☎0178-52-3319

・無料法律相談 　28 日㊌ 10 時～ 12 時
　 場中央公民館　　※要事前予約
 問弁護士法人青空と大地 ☎ 0176 ㉑ 5162

借金・離婚や相続・不動産の問題など

・�心配ごと相談　７日㊌
　時 10 時～ 12 時　場いきいき館
　問町社会福祉協議会　☎ 0178 � 7066
・�暮らしと仕事相談　12 日㊊
　時 13 時～ 16 時　場役場分庁舎
 問三戸地域自立相談窓口 ☎ 0178 � 8755

おいらせ病院☎0178-52-3111　中央公民館☎0178-56-2251　東公民館☎0178-52-2061　　　　　　　北公民館☎0176-57-0033　町民交流センター☎0178-56-4711　いちょう公園体育館☎0178-52-6744　

日時 行事内容

三
田
保
育
園

6日㊋ 10：00～11：00 手作りおもちゃで遊ぼう【北部児童センター】
9日㊎ 10：00～11：00 育児講座「アロママッサージ」
12日㊊ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
13日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
14日㊌ 10：00～11：30 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・1歳バースディカード制作）

15日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
16日㊎ 10：00～12：00 親子クラブ、給食試食会
20日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
23日㊎ 10：00～11：30 よちよちひろば
26日㊊ 10：00～12：00 すこやかＤＡＹ（成長記録・身体計測）
27日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
29日㊍ 10：00～12：00 体験保育（０・１・２歳クラス）
30日㊎ 10：00～12：00 ほっとカフェ
詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください

菜
の
花
保
育
園

7日㊌ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
9日㊎ 10：30～11：30 壁飾り製作【るんるんサークル木ノ下児童館】
10日㊏ 9：30～10：00 保育体験
10日㊏ 10：00～11：30 わくわくサークル「ドキンちゃんのハウス作り」
12日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
13日㊋ 10：30～11：30 成長カード作り【みらい館サークル】
14日㊌ 10：00～11：30 フラワーサークル「小物入れ作り」
17日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
20日㊋ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」

23日㊎ 10：30～11：30 小物作り【るんるんサークル木ノ下児童館】
24日㊏ 9：30～10：00 保育体験、離乳食教室（要予約）
24日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「フルーツサンド作り」
24日㊏ 13：00～14：10 フラダンスサークル
26日㊊ 10：00～13：00 サニースマイルママ
27日㊋ 10：30～11：30 ストラップ作り【みらい館サークル】
28日㊌ 10：00～11：30 すくすくルーム（ふれあい遊びなど）
詳しい内容は「わくわくつうしん」をご覧ください

あ
ゆ
み
保
育
園

1日㊍ 9：55～11：30 ファミリーサロン
6日㊋ 9：55～11：50 親子健康ビクス
8日㊍ 9：55～11：50 おしゃべりサロン（成長記録）
13日㊋ 9：55～11：20 マタニティほんわかルーム（赤ちゃんのお風呂の入れ方）

14日㊌ 9：55～11：50 はんど＆はあと（レジンアクセサリー）【和
のどか
花※下明堂56-1】

15日㊍ 9：55～11：50 救急教室（心配蘇生法）
16日㊎ 9：55～12：30 英語で遊ぼう【ガーデンプレイス】※鶉久保3-42

18日㊐ 百石祭り、交通安全パレード（集合時間：13：30／集合場所：
百石高校／服装：甚平またはお祭り用衣装／参加費：500円）

23日㊎ 10：00～11：20 マタニティほんわかルーム（ことばを育てる）
27日㊋ 9：55～12：30 親子でお料理【いきいき館】
29日㊍ 9：55～11：50 おいらせクロパ（夏）【あじゅまるビル】
30日㊎ 9：45～14：00 りんご狩り【小沢田観光果樹園】
★詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください。

【　】は園外開催場所です。やむをえず予定を変更する場合もありますのでご了承ください。

  O
ira

se 
Children's Support Center       Let's enjoy -Hobby-Event-Experience 

ac
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの
サークルに
おいでよ！

９

三田保育園
　☎0178�2008
菜の花保育園
　☎0176�8670
あゆみ保育園
　☎0178�2206

　子育て支援センターに
よる下記行事は、子育て
家庭の親子ならば、どな
たでも参加できます。興
味のある方はお問い合わ
せください。

・人権相談　９日㊎
　時 13 時～ 16 時　　場中央公民館
　問町民課　☎ 0178 � 2246

・自死遺族のつどい　10 日㊏
　時 13 時半～ 15 時半
　場青森市民ホール・１階会議室１
　問県立精神保健福祉センター
　　☎ 017-787-3957

差別・離婚・相続・近隣トラブルなど

こころの相談など
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健康　　　長寿
　おいらせ町

健康長寿
青森県一を
目指します

問 環境保健課 健康長寿推進室
　　　　　　　☎０１７８�４５５１

問
環
境
保
健
課 

健
康
長
寿
推
進
室

　

☎
０
１
７
８
�
４
５
５
１

当
院
は
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
提
供
す
る
施
術
院
で
す
。
カ

イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
は
、身
体
の
神
経
機
能
を
回
復
さ
せ
、よ

り
良
い
状
態
に
保
つ
事
が
目
的
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
す
。
私
も
、Ｗ

Ｈ
Ｏ
基
準
の
認
定
を
持
つ
友
好
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー（
八
戸
市
）で
定
期
的
に
ケ
ア
を
受
け
て
い
ま
す
。
症
状
が
あ
る

時
は
治
療
と
し
て
、な
い
時
は
予
防
と
し
て
施
術
を
受
け
る
の
で
、

体
調
不
良
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、患
者

様
へ
の
指
導
の
た
め
に
学
ん
で
い
た
ヨ
ガ
や
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
、

今
は
私
自
身
の
運
動
習
慣
と
し
て
し
っ
か
り
身
に
付
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
や
情
報
を
患
者
様
と
共
有
し
、健
康
に
な
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
、私
の
健
康
づ
く
り
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

エ
ー
ス
カ
イ
ロ

　
　
　
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

健
康
宣
言

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
を

締
結
し
た
企
業
の
健
康
宣
言

　
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

め
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
会
場
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を

ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
下
田
店
と
共
同
開
催
し
て
お

り
ま
す
。

○
日
時　
９
月
13
日
㊋　
10
時
～
11
時

　
※
毎
月
第
２
火
曜
日
に
実
施

○
集
合
場
所　
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田
店
前

　
※�

雨
天
・
荒
天
時
は
店
内
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
前
に
集
合
。

○
講
師　
ス
ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
下
田
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
レ
ー
ナ
ー　
佐
藤
洸
汰 
氏

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
「
１
に
運
動
、
２
に
食
事
、

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ
」。
歩
く
こ
と
が
健

康
に
い
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
歩
く
時
間

や
機
会
が
な
い
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
毎
日
男
性
で
９
千
歩
、
女
性

で
８
千
歩
が
目
安
で
す
。
今
よ
り
10
分
程
度
（
千
歩
）

歩
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
早
歩
き
は
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
外
で
遊

ぶ
、
駐
車
場
で
遠
く
に
車
を
停
め
る
、
買
い
物
は
徒
歩

で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
乗
ら
ず
に
階
段
を
使
う
な
ど

工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

○�

留
意
事
項　
▼
申
込
不
要
▼
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
荷
物
は
身
に
着
け
ら
れ
る
程

度
に
し
て
く
だ
さ
い
▼
飲
み
物
は
ご
自
分
で
ご
用
意

く
だ
さ
い
▼
体
調
不
良
の
時
は
無
理
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
▼
健
活
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

問 

環
境
保
健
課 

健
康
長
寿
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
５
５
１

　
現
在
も
全
国
で
は
毎
日
60
人
を
超
え
る
方
が
自
殺
に

よ
り
亡
く
な
り
続
け
て
い
ま
す
。
自
殺
の
多
く
は
「
追

い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
で
あ
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、

病
気
や
過
労
、
仕
事
の
変
化
な
ど
誰
も
が
直
面
す
る
可

能
性
の
あ
る
問
題
で
す
。

　
自
殺
を
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
身
近
な
問
題
と
し

て
受
け
止
め
、
悩
ん
で
い
る
人
や
心
の
不
調
で
苦
し
ん

で
い
る
人
に
気
付
い
た
ら
、
声
を
か
け
、
身
近
な
窓
口

で
の
相
談
や
受
診
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

　
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

《
あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
》

「
気
づ
き
」
／
「
傾
聴
」
／
「
つ
な
ぎ
」
／
「
見
守
り
」

（
厚
生
労
働
省
自
殺
対
策
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

※�

町
で
は
、心
の
健
康
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
障
害
福
祉
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
悩
み
ご

と
の
内
容
に
応
じ
た
相
談
先
の
電
話
番
号
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

問 

環
境
保
健
課 

健
康
長
寿
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
５
５
１

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
を
も
っ
た

あ
な
た
に
お
す
す
め
！

９
月
の
モ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

９
月
は
健
康
増
進
月
間

９
月
10
日
は

世
界
自
殺
予
防
デ
ー　

（
９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間
）

健
活
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業
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♪おいらせ健康カレンダー♪

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

平日毎週火曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 理学療法士による運動指導。

平日毎週金曜 リハビリ相談 9:30-11:00 いきいき館 看護師による健康相談。

日・曜 行事名 時間 ※は受付 場　所 備　　考

1 木 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 理学療法士による運動指導
2 金
3 土

4 日 愛の献血 10:00-12:00
13:15-16:30 イオンモール下田 受付場所：ボウリング場入り口

5 月

6 火
貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申し込みは地域包括支援センターまで
１歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター ※対象：平成27年2月生まれ

7 水
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 理学療法士による運動指導
２～３か月児健康相談 ※ 10:00-10:20 老人福祉センター ※対象：平成28年6月生まれ
乳幼児健康相談 ※ 13:00-13:20 老人福祉センター ※対象：妊産婦、乳幼児

8 木 南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター
9 金 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 いきいき館
10 土

11 日 町民健診（集団・複合健診）※ 7:00-9:00 みなくる館 基本（特定）健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診
※要事前申込み

12 月
町民健診（集団・複合健診）※ 7:00-9:00 みなくる館 基本（特定）健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診

南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター 郊外学習　※要事前申込み）

13 火
貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申し込みは地域包括支援センターまで
２歳６か月児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター ※対象：平成26年2月～3月生まれ

14 水
北地区介護予防教室 9:30-14:00 北公民館 郊外学習　※要事前申込み）
9～10か月児健康相談 ※ 10:00-10:30 老人福祉センター ※対象：平成27年11月～12月生まれ

15 木 百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 理学療法士による運動指導
16 金 ３歳児健康診査 ※ 12:30-12:45 老人福祉センター ※対象：平成25年3月生まれ

20 火 貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申し込みは地域包括支援センターまで

21 水
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館
町民健診（集団・複合健診）※ 7:00-9:00 町民交流センター 基本（特定）健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診

27 火
女性のがん検診 ※ 12:00-13:00 老人福祉センター 子宮がん検診のみ
貯筋道場 9:15-11:00 交流センター 見学申し込みは地域包括支援センターまで

28 水
女性のがん検診 ※ 12:00-13:00 老人福祉センター 子宮・乳がん検診
北地区介護予防教室 9:30-12:00 北公民館 健康運動指導士による運動指導

29 木
百石地区介護予防教室 9:30-12:00 のびのび館 郊外学習　※要事前申込み
南地区介護予防教室 9:30-12:00 老人福祉センター 理学療法士による運動指導

30 金

※このカレンダーに記載されている行事は、すべて健活ポイント対象事業です。
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問おいらせ町地域包括支援センター（分庁舎４階）　☎ 0178 � 2132

こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　No.28

いつもの生活が変わったら、年金窓口へお早めに。

今も将来も老後も。国民年金は一生のリスクの備えです。

　いつもの生活が変わったときは２週間以内にお手続きください。未納期間があると、「障害年金」や
「遺族年金」が受け取れないことがあります。

今のまさかに
将来のまさかに
老後の安心に

独立・起業したら

会社を退職して
自営業の人と
結婚したら

一家の働き手が
退職したら

海外に住んでいる
人が帰国したら

海外に居住するなら
※任意加入制度

パート収入が年間
130万円以上になったら
※不要から外れたら

国民年金情報
ご存知ですか？　こんなとき、国民年金のお手続きを

ねんきんダイヤル　☎0570 - 05 - 1165 問日本年金機構八戸年金事務所　☎0178�7369
　町民課国民年金係　　　　　        ☎0178�2246

北部地区の児童館２ケ所で
認知症サポーター養成講座を開催　　　

　町では「認知症になっても、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けることができる町づくり」を目
指し、認知症サポーター養成講座を実施しています。
　今回は木ノ下児童館（23 人参加）と北部児童センター（40 人参加）の小学生が、認知症の症状や認
知症の人への接し方などを寸劇で楽しく学びました。

20歳になったら

離婚したら
※扶養から外れたら

無職になったら

障害基礎年金

老齢基礎年金
遺族基礎年金

…… 病気やけがなどで障害者になった際に受ける年金。

…… 一家の働き手が亡くなった際に家族や子供が受け取る年金。

…… 65 歳になったら生活費の一部として受け取る年金。

　認知症サポーターとは…
　認知症サポーターは認知症を正しく理解し、偏見を持たず認知症の人やその家族を温かく見守り、お
手伝いをする応援者です。サポーターになったからといって何か特別なことをしなければならないとい
うことではありません。接し方や相談機関等を知り、できることから協力するだけで十分です。
　認知症サポーター養成講座の開催は町内会や学校、職場などを対象に開催しておりますので、下記ま
でお気軽にご相談ください。

▶�

５
月
30
日
、
木
ノ
下

児
童
館
。
寸
劇
で
認

知
症
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

▶�

８
月
９
日
、
北
部
児

童
セ
ン
タ
ー
。
認
知

症
の
説
明
を
真
剣
に

聞
く
小
学
生
た
ち
。
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平成28 年度臨時福祉給付金等のお知らせ
　「平成28 年度臨時福祉給付金」および「低所得の障害・遺族基礎年金受給者向け給付金」の２つの給
付金の申請についてお知らせいたします。

平成２８年１２月１６日（当日消印有効）

①町から黄色い封筒で支給対象と思われる方に申請書を郵送します（９月下旬発送予定）
※�可能な限り支給対象者を絞り込んで郵送しますが、審査の結果、対象から外れることもあ
りますので、ご了承ください。

※�介護福祉課へ直接提出することもできます。また、書類の不足や記入漏れなどがある場合
は手紙でお知らせしますので、不足書類の提出や加筆修正をして再提出ください。

※�支給決定した場合、給付金の金額、振込日、振込口座を記載しているのでご確認ください。
窓口受取の場合は手続きを別途ご案内します。

②申請書に必要事項を記入し、押印のうえ同封の返信用封筒でご返送ください。

③申請書受理後、１か月程度で郵送（黄色い封筒）で結果をお知らせします。

④指定口座へ入金または窓口で受け取り。

1 給付金の対象者と支給金額

2 給付金申請書の提出期限

3 申請の手順と方法

【平成28 年度臨時福祉給付金】
　◎支給金額　１人につき3,000 円
　◎受給資格
　　�次の全ての項目に当てはまる人が支給対象とな
ります。

　　①�平成28 年１月１日時点で、おいらせ町民であ
る人

　　②平成28年度分の町県民税が非課税の人
　　③�平成28 年度分の町県民税がかかっている人の

扶養親族、青色または白色事業専従者ではな
い人

　　※�ただし、生活保護法の被保護者などを除きます。

【低所得の障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金】

　◎支給金額　１人につき30,000 円
　◎受給資格
　　�次の全ての項目に当てはまる人が支給対象となり
ます。

　　①左記の臨時福祉給付金の受給対象者
　　②�障害基礎年金や遺族基礎年金などの４月分を受

給している人（同年５月分を受給していない人
を除く）、または５月分を受給している人

　　③�低所得の高齢者向け給付金を受給していない人

有料広告欄

問 介護福祉課　☎０１７８－５６－４７０５
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　個人番号カードは通知カードとは違って、郵送ではなく、役場本庁舎町民課窓口でお受け取りいただく
ことになります。「交付通知書」が届き次第、受取日時を予約ください。
　受け取りは、本人が来庁しなければなりません（15歳未満の方または成年被後見人の場合も法定代理
人とともに本人が来庁する必要があります）。代理人が受け取れるのは、病気や身体の障がい等のやむを
得ない理由により本人が来庁できない場合に限られます。また、日中お仕事などで来庁が困難な方のため
に、夜間窓口も開設します。
●交付場所　町民課（役場本庁舎）　※分庁舎ではお受け取りできません。
●交付時間　①日中：９時から 17時まで（土・日・祝日は除く）
　　　　　　②夜間：月～木曜日の 17時から 18時 45分まで（15分きざみで受付）
　　　　　　　※希望日の２日前までに予約ください。
●持ちもの　届いてある「交付通知書」をご覧ください。
　問・電話予約　町民課☎ 0178 � 2246

受取は予約制です！

個人番号カード（マイナンバーカード）を申請している方へ

国民健康保険のお知らせ
1 ３

２

資格異動のときは必ず届け出ください 新しい保険証は９月中に郵送します

事故などのときは必ず届け出ください

　14 日以内に環境保健課または町民課へ届け
出しましょう。
●国保に加入するとき
　①職場の健康保険を抜けたとき
　②�職場の健康保険に加入しておらず、転入や
出生があったとき

　③生活保護を受けなくなったとき
●国保を抜けるとき
　①職場の健康保険に加入したとき
　②�職場の健康保険に加入しておらず、転出や
死亡したとき

　③生活保護を受け始めたとき
　④後期高齢者医療制度に移行したとき
　届け出が遅れると、保険証を病院などに提示
できず、医療費が全額自己負担になったり、保
険税が二重払いになったりする場合があります。
　また、保険証が切り替わったときは、病院な
どにも連絡してください。

　現在使っている国民健康保険被保険者証（＝国保
保険証）の有効期限は９月30日までです。新しい保
険証は９月中に郵送します。
●保険証の確認
　�　記載内容は正しいか、世帯の人数分あるかなど
を確認してください。誤りがあったときは連絡し
てください。
　�　国保保険証を持っている人が国保以外の健康保
険に加入している場合、国保からの脱退手続きが
必要です。双方の保険証と印鑑を持参し、環境保
健課または町民課で手続きしてください。

●保険証の有効期限
　�　有効期限は平成29年９月30日までです。ただし
次の人は異なります。
　①�29年９月30日より前に75歳になる人は、誕生
日の前日まで有効です。それ以降は後期高齢者
医療制度に移行します。

　②�退職者医療制度該当者で29年９月30日より前
に65歳になる人は、誕生月の月末まで有効です。
それ以降は一般被保険者へ移行します。

　③�マル学保険証（＝転出した学生に対し町が交付
する保険証）を持つ人は、29年３月31日まで有
効です。これ以降も継続し対象になる人は、翌
年４月以降に手続きが必要です。

●国民健康保険税の課税
　世帯単位で計算し、世帯主に対して課税します。滞
納世帯の被保険者には、短期被保険者証や被保険者
資格証明書を交付することがあります。
　納付が難しい場合などは、税務課へ相談を。

ことが特徴です。病院や薬局からお薬を処方してもらう
ときに「ジェネリックにしていただけますか」と相談し
てみましょう。相談の際に提示する「ジェネリック希望
カード」を環境保健課と町民課で配布しています。

ジェネリック医薬品を上手に使いましょう
　ジェネリック医薬品とは、新薬（先発医薬品）の特許
が切れた後、別のメーカーが同じ有効成分でつくる後発
医薬品です。開発費用がかかっていないので価格が安い

●事故などで病院にかかったとき
　交通事故などで第三者から傷病を受けた場合
も、国保を使って受診できますが、届け出が必
要となります。また、加害者から治療費を受け
取ったり、示談を済ませたりすると、国保を使
えなくなることもあります。注意してください。
　詳しくは環境保健課まで気軽にお問い合せく
ださい。

問環境保健課　☎ ０１７８�４２１８
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～早寝早起き朝ご飯+朝うんちの巻①～

しょくいくぷらす

こそだてコラム㉗

●早寝早起きはなぜ大切なの？
　夜ふかしをすると、1日のリズムを狂わせ、翌
日の脳や体の働きを悪くします。また、睡眠時間
が少ないと学習・経験したことが記憶に残りにく
くなります。そして、寝不足状態では、起きた後
の食欲も出ないため、１日の活動に必要な朝ご飯
をしっかり食べることもできません。１日を元気
に過ごし、勉強に集中するためには早寝早起きが
とても大切です！
●早く寝るためのポイントはなに？
①�まずは早起き+外遊び…早く寝るために“早起
き ”から始めましょう。昼間たっぷり外遊びを
して体をよく動かせば疲れて早く寝ることがで
きます。

②�暗く静かな環境を作る…テレビ、パソコン、ス
マホなどの強い光は寝つきを悪くします。これ
らは１時間前には消し、暗く静かな環境をつく
りましょう。

③�毎日同じ時間、同じ流れで眠るようにする…毎
日同じ時間に寝るための準備をしましょう。テ

レビを消す、寝室に行く、絵本を読むなど同じ
時間に同じことを繰り返すことで脳が眠くなる
サイクルができます。
●早起きすると何がいいの？
　“起きる ” ということは、脳がきちんと覚醒し
ているということです。脳と体を覚醒させるため
には『セロトニン』という物質が重要です。セロ
トニンをたくさん出すために『太陽の光を浴びる』
『食事をきちんと噛んで食べる』『人と関わる』こ
とが大切です。朝起きたらカーテンを開け、日光
を浴び、朝ご飯をしっかり良く噛んで食べ、日中
はお友達と元気に外遊びをしましょう！
　～次回は『朝ご飯と朝うんち』についてです～

≪忙しい朝にも栄養満点朝ごはん！≫
　ごはんのお供に納豆はいかがですか？　納豆
は、大豆から作るため植物性の大豆たんぱくを摂
取でき、ビタミンBや葉酸も豊富です。また、ナッ
トウキナーゼという酵素を含み血液をサラサラに
する効果があります。
　しらすや、のり、ゴマ、チーズなどを混ぜると、
カルシウムが強化できます。ごはんと組み合わせ
てみるととてもおいしいですよ！　納豆は１パッ
ク（約 50g）くらいがよいでしょう。

▶
将
来
の
夢
を
三
村
町
長
に
語
る
中
学
生
た
ち
。

▶
冒
頭
の
講
話
で
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け
る
三
村
町
長
。

　町は、７月５日、19日、20日の３日間にわたり、
百石中学校、下田中学校、木ノ下中学校の３学年を
対象にして、中学生と町長が未来を語り合う「十五
の春と語る」を実施しました。
　三村町長は講話のなかで「青春は一度だけ、皆さん
はさまざまな可能性をもっている。悔いのないよう

精一杯努力して夢を叶えてほしい」と語りました。
また、町長との懇談では「私が町長になったら」や
「町の良いところ・悪いところ」などをテーマにし
て語り合い、「遊びの場を増やしたい」、「もっと勉強
できる環境を整えたい」など、生徒たちは若者らし
いさまざまな意見を披露しました。

▶▶▶十五の春と語る　7/5，19，20
学生が、それぞれの思いを語る中
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（
町
の
責
務
）

第�

７
条　

町
は
、
基
本
理
念
に

の
っ
と
り
、
町
民
等
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
し
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
次
に
掲

げ
る
必
要
な
施
策
を
講
じ
、
危

機
管
理
体
制
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（�

１
） 

防
災
に
関
す
る
調
査
研
究

（�

２
） 

町
民
・
事
業
者
・
防
災
関
係

機
関
と
の
連
携
及
び
災
害
時
の

業
務
に
関
す
る
協
定
の
締
結

（�

３
） 

町
民
・
事
業
者
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
が
自
主
的
に
行
う
防

災
活
動
へ
の
積
極
的
な
支
援
及

び
協
力

（�

４
） 

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

育
成
及
び
積
極
的
な
支
援

（�

５
） 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
必
要
な
施
策

２�　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
策
の

策
定
及
び
危
機
管
理
体
制
を
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
町
は
、
町

民
及
び
事
業
者
の
意
見
を
反
映

す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
職
員
の
責
務
）

第�

８
条　
町
職
員
は
、
町
民
等
の

安
全
な
生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
防
災
に
関
す
る
知
識
及
び

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
安
全
、
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
議
会
の
責
務
）

第�

９
条　
議
会
は
、
町
域
並
び
に

町
民
等
の
生
命
、
身
体
及
び
財

産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た

め
、
防
災
及
び
減
災
に
関
す
る

調
査
及
び
研
究
を
行
う
と
と
も

に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
実
施

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（�

１
） 

国
及
び
県
の
動
向
の
把
握

及
び
町
の
防
災
対
策
の
執
行
の

監
視
及
び
評
価

（�

２
） 

被
災
状
況
の
把
握
及
び
町

民
等
に
対
す
る
情
報
発
信

（�

３
） 

災
害
復
旧
及
び
復
興
支
援

に
関
す
る
町
、国
及
び
県
へ
の
働

き
か
け

第
２
章　
予
防
対
策

（
情
報
の
収
集
及
び
提
供
）

第�

10
条　
町
は
、災
害
時
に
備
え
、

平
常
時
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
の
必
要
な
情
報
を
、
町
民
等

に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

２�　
町
は
、
防
災
に
関
す
る
災
害

情
報
を
円
滑
に
伝
達
す
る
た
め

の
基
盤
整
備
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

３�　
町
民
等
は
、
防
災
に
関
す
る

情
報
を
自
ら
が
積
極
的
に
収
集

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す

る
。

【
解
説
】

第
７
条
（
町
の
責
務
）

　
町
は
、
防
災
の
責
務
を
第
一
に

負
う
立
場
と
し
て
、
町
民
等
の
生

命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
災
害
か

ら
保
護
し
、
そ
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、必
要
な
施
策
を
実
施
し
、

防
災
体
制
を
整
備
す
る
責
務
が
あ

り
ま
す
。各
種
災
害
対
策
の
う
ち
、

町
が
責
任
を
分
担
す
る
分
野
に
つ

い
て
列
挙
し
て
い
ま
す
。

第
８
条
（
職
員
の
責
務
）

　
町
役
場
職
員
は
、
平
常
時
か
ら

危
機
管
理
や
災
害
対
策
に
関
す
る

知
識
の
習
熟
に
努
め
、
災
害
へ
の

対
応
能
力
を
高
め
る
ほ
か
、
災
害

時
等
は
、
町
地
域
防
災
計
画
や
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
初
動
対
応

体
制
に
基
づ
き
、
速
や
か
に
、
応

急
対
策
及
び
復
旧
・
復
興
対
策
活

動
に
従
事
し
、町
民
等
の
生
命
、身

体
及
び
財
産
の
保
護
に
つ
い
て
的

確
か
つ
円
滑
に
実
行
で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
と
し
て
地
域
活
動

へ
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民

目
線
の
き
め
細
か
な
防
災
・
減
災

対
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
地
域
活
動
へ
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
９
条
（
議
会
の
責
務
）

　
町
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議

会
に
は
、
行
政
を
監
視
す
る
役
割

を
も
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
ら
も
積

極
的
に
政
策
を
立
案
す
る
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
は
町
民
の
意
思
を

代
表
す
る
機
関
と
し
て
地
方
自
治

法
な
ど
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
権
限

を
正
し
く
行
使
し
、町
民
の
生
命・

身
体・財
産
を
保
護
し
、生
活
の
平

穏
を
確
保
す
る
た
め
、防
災・減
災

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
町

へ
の
助
言
・
提
言
を
行
う
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
10
条（
情
報
の
収
集
及
び
提
供
）

　

災
害
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

町
民
、事
業
者
、町
が
そ
れ
ぞ
れ
情

報
を
収
集
・
提
供
し
共
有
す
る
こ

と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
町
で
は

災
害
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
提

供
し
、
町
民
は
普
段
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
す
る
習
慣
を
身
に
着
け
る
こ
と

に
よ
り
災
害
に
対
す
る
予
防
に
必

要
な
措
置
を
行
う
べ
き
こ
と
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

～
シ
リ
ー
ズ
解
説
・
第
４
回
～

町
防
災
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

問 

ま
ち
づ
く
り
防
災
課　

☎
０
１
７
８
�
２
１
３
１

防災情報

○�

救
急
車
を
呼
ん
だ
と
き
の
準
備

　

�

▼
保
険
証
▼
現
金
（
病
院
の
診
療

費
）▼
靴
▼
常
用
薬（
お
薬
手
帳
）

※�

乳
幼
児
の
場
合
は
、
母
子
健
康
手

帳
や
紙
お
む
つ
、
ほ
乳
瓶
な
ど
も

ご
用
意
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

○�

救
急
車
到
着
後
に
伝
え
る
こ
と

　

�

▼
事
故
や
体
調
不
良
の
状
況
▼
救

急
隊
到
着
ま
で
の
変
化
▼
行
っ
た

応
急
手
当
▼
持
病
、
か
か
り
つ
け

医
、
常
用
薬
な
ど
の
情
報

○
救
急
車
を
呼
ん
だ
際
の
お
願
い

　

�

▼
人
手
が
あ
れ
ば
外
へ
出
て
案
内

く
だ
さ
い
▼
救
急
車
が
出
動
中
な

ど
の
場
合
、
消
防
車
が
出
動
し
て

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

応
急
処
置
を
い
た
し
ま
す
。

○
救
急
車
の
適
正
利
用

　

�　
近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
と

搬
送
人
員
数
は
増
加
し
て
お
り
ま

す
が
、
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数

は
入
院
を
要
し
な
い
軽
症
で
し
た
。

救
急
車
の
上
手
な
利
用
方
法
に
つ

い
て
、
総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
① 

救
急
医
療
情
報

　

☎
０
１
７
８
㉔
３
９
９
９

問
② 

消
防
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

　

☎
０
１
８
０
‐
９
９
１
‐
８
８
８

問
③ 

小
児
救
急
医
療
相
談

　

☎#

８
０
０
０

お
い
ら
せ
消
防
署
か
ら

救
急
車
利
用
の
お
知
ら
せ

※９月９日㊎は「救急の日」、９月４日㊐～ 10日㊏は「救急医療週間」です。
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防災情報
防衛省：三沢飛行場等周辺民生安定施設（無線放送施設）設置助成事業

百石地区防災行政無線をデジタル装置に更新します
問 まちづくり防災課　☎０１７８－５６－２１３１

　おいらせ町では、災害時等の緊急情報や行政情報などを防災行政無線で広報しています。今年度、すでに百
石地区の各家庭に設置されている戸別受信機をアナログ装置からデジタル装置に更新します。
　請負業者が皆様のご家庭等を訪問し、作業などを行いますので、ご協力くださるようお願いします。

　デジタル戸別受信機は、アンテナを屋外に取り付けし、ケーブルを戸別受信機のところまで引き込みし
なければならないことから、壁に穴を開けるなどの工事が必要となります（電波の受信状況によっては屋
外アンテナを設置しないで対応できる場合があります）。

事業実施期間：平成28年９月から平成29年２月まで

工区 請負業者名 地区名

１ 太平電気株式会社 二川目

２ アイテック・鈴木電業社
共同企業体 一川目（1，3，4丁目）

３ 株式会社久保田電気工業社 一川目 (2丁目 )、深沢、黒坂、豊栄

４ 株式会社京谷電気 洋光台

５ 株式会社河野電気工業 藤ヶ森

６ 株式会社大成計装 横道、明神下、川口、堀切川、日ヶ久保

７ 株式会社山下電業 根岸、下前田、本町6丁目

８ 佐々木・大場電気通信工事
共同企業体 本町1～ 5丁目、八幡町、中央町、上新町

９ 株式会社パル電装技研 肴町、大工町、新町、七軒町

■請負業者および施工地区

■設置の手順 ■注意事項

アナログ戸別受信機

デジタル戸別受信機

①�９月中頃から請負業者が各地区を回り、各
家庭等を調査しデジタル装置への更新意向
を確認します。その際に、訪問のお知らせ
をポストに投函します。
②�デジタル装置設置意向のあった各家庭等を
訪問し、戸別受信機及び屋外アンテナの設
置場所の打合せをします。
③�各家庭等を訪問し、戸別受信機及び屋外ア
ンテナを設置します。

①�軒下などで雪害のない場所にダイポールアン
テナ（長さ約2.5 ｍの棒状のアンテナ）を取
り付けます。※ビス等で強固に固定します。
②�壁等を貫通し、同軸ケーブルを屋内に通しま
す。※防水処理を施します。
③�屋内の希望の位置に戸別受信機を取り付けま
す。

①�戸別受信機・アンテナ・配線などの機器費及び設置に係る
工事費については、全て町が負担しますので、これにより
金銭を請求することは絶対にありません（ただし、特殊な
工事等を必要とする場合はこの限りではありません）。
②�請負業者については、各戸を訪問する際には町長印を押印
した身分証明書（名札）を携行することにしておりますの
で、疑わしい場合は身分証明書の提示を求めてください。
③�業者を装った機器の斡旋や悪質な訪問販売などにはご注意
ください。

①ダイポールアンテナ
・�軒下など雪害のない場所へ
取り付け
・�ステンレスのビスなどで強
固に固定

②壁貫通
・�ツバ管を使用しシーリング
で防水処理
・�屋外部ケーブルはゆるませ
て水切り

②同軸ケーブル
・同軸用サドルにて固定

③個別受信機
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文化活動
　
現
在
建
設
中
の
「
お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳

館
」
の
外
構
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

29
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。
阿
光
坊
古

墳
群
の
出
土
遺
物
が
多
数
展
示
さ
れ
る
ほ

か
、
体
験
学
習
室
な
ど
も
設
け
ま
す
。

　
な
お
、
展
示
準
備
等
の
た
め
「
阿
光
坊
て

づ
く
り
古
墳
館
」
は
、
９
月
25
日
㊐
を
も
ち

ま
し
て
閉
館
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

問 

社
会
教
育
・
体
育
課

　
　
　
　
　

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
６

　
道
の
駅
「
奥
入
瀬
ロ
マ
ン
パ
ー
ク
」
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
、『
県
南
郷
土
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
、
今
年
も
本
村
鶏
舞
の
子

供
た
ち
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
舞
を
披
露
す
る
の
は

初
め
て
で
し
た
が
、精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
下
田
ま
つ
り
に
向
け
て
練
習
が
本

格
化
し
ま
す
。

お
い
ら
せ
阿
光
坊
古
墳
館

外
構
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

第
14
回
県
南
郷
土
芸
能

　

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

本
村
鶏
舞
が
出
演

▶
着
々
と
工
事
が
進
む
古
墳
館
の
様
子

▶�

晴
れ
渡
る
青
空
の
下
で
、
優
雅
に
舞
う

本
村
鶏
舞
の
様
子

十和田市
2016とわだYosakoi夢まつり
●日時　９月24日㊏（前夜祭）　15時～17時
　　　　　　25日㊐（本祭）　９時半～17時
●場所　前夜祭：駒っこランド
　　　　 本　祭：十和田市役所前、桜の広場前ほか
問十和田市Yosakoi夢まつり実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　☎0176-24-1111

東北町
第７回おがわら湖美味満彩まつり
●日時　10月２日㊐　10時～15時
●場所　小川原湖交流センター宝湖館
問宝湖館活性化協議会　☎0175-63-2329

七戸町
第34回東北馬力七戸大会
●日時　９月11日㊐　８時～
●場所　青森県家畜市場
問七戸町愛馬会　☎0176-62-2125

六ヶ所村
ふるさと新鮮朝市
●日時　９月10日㊏７時～、24日㊏８時～
●場所　10日：泊地区イベント広場
　　　　24日：尾駮地区スワニーイベント広場
問六ヶ所村商工会　☎0175-72-2331

三沢市
三沢基地航空祭
●日時　９月11日㊐　９時～15時
●場所　三沢基地内
問航空自衛隊三沢基地　☎0176-53-4121
みさわ地産地消フェア
●日時　９月18日㊐　９時半～16時
●場所　ＪＡおいらせ　三沢本店倉庫
問三沢市観光物産課 地産販売推進室
　　　　　　　　　　　　☎0176-53-5111

上十三・十和田湖
広域定住自立圏
のイベント情報
をお伝えします。
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

Oirase-library event information 図書館の行事

問町立図書館　☎0178�3900

★ 本展示・一般 ★『心と体のリフレッシュ』
　�季節の変わり目、疲れていませんか？リフレッシュにおススメの本
★ 本展示・児童 ★『空をみあげて』
　�９月20日「空の日」にちなんで。

■９月の休館日

■９月の行事
 図書館

（あそぼっと）
15日㊍10時半から 幼児のための読み聞かせ
24日㊏14時から ＭＯＭＯおはなしの会

北公民館 17日㊏10時~10時半 おはなし会杉の子

図書館／新着図書Oirase new-book's information
図書館おすすめの本を紹介します。

36歳未婚女性、古倉恵子。大学卒業後も就職せ
ず、コンビニのバイトは18年目。これまで彼氏
なし。ある日、婚活目的の新入り男性、白羽が
やってきて、そんなコンビニ的生き方は恥ずか
しいと突きつけられるが…。

県警本部捜査一課の番場は、歳の離れた身重の
妻を愛し、日々捜査を続けるベテラン刑事。
ルーキー刑事とともに難事件の捜査に取り組
む中で、番場は自らの「正義」を見失い…。

宮部みゆき『希望荘』／桜木柴乃『裸の華』／群ようこ『うちのご近所
さん』／海堂尊『ポーラースター』／木村友祐『イサの氾濫』／中村文
則『私の消滅』／雁部那由多『16歳の語り部』／エラ・フランシス・
サンダース『翻訳できない世界のことば』／野上優佳子『野上優佳子の
お弁当おかずの方程式』／澤口俊之『発達障害の改善と予防』／ほか

コンビニ人間

蜃気楼の犬

もっと知りたい棟方志功

海の見える理髪店

村田　沙耶香　 著

呉　勝浩　著

石井　頼子　著

つり人社書籍編集部　著

ほかにも新着を取りそろえています

一般書

一般書

ある想いを胸に秘め、古い理髪店を訪ねた「僕」
と店主が交わす特別な時間。急逝した娘に代わ
り成人式に替え玉出席すべく奮闘する夫婦…。
永遠のようで儚い家族の日々を描く６編の物
語。

荻原　浩　著
一般書

穏やかな里の渓から、大魚を育む本流、ダイナミッ
クな源流まで。ヤマメ・イワナ釣り場のある、青
森・秋田の個性あふれる「いい川」をピックアップ
し、県別・水系別にわかりやすく紹介する。

故郷青森から「世界」を見据えた版画家・棟方
志功。故郷の風景から、「民藝」との出会い、
原点への回帰まで、棟方志功の生涯や変遷をた
どりながら、作品の魅力と本質に迫る。

青森・秋田「いい川」
渓流ヤマメ・イワナ釣り場

一般書

一般書

文化活動

　　は休館日

  おいらせの
学びカレッジ専門講座

■ パッチワーク講座
◉日時（毎週火曜日、全３回）
�　10 月４日㊋・18 日㊋・11 日１日㊋
　13 時 30 分～ 15 時 30 分
◉場　所　北公民館　礼法室
◉講　師　高坂 房子さん
◉定　員　15 人
◉参加料　材料費として 3,000 円程度
◉締　切　９月 23 日㊋まで

問社会教育・体育課
◆電話での申し込み　
　☎ 0178 � 4276
◆メールでの申し込み
　（専門講座担当宛て）
　yasuko.kosaka@town.oirase.aomori.jp

メールアドレス
QR コード

趣味講座▶▶▶

●主な役割
　�出前講座の講師、おいらせの学びカ
レッジ専門講座（旧公民館講座）の
講師、など

●選考基準
　・�文化、スポーツ、健康関係などの
協会、連盟の指導者の資格を有す
る人

　・�生涯学習活動に対する専門的知識
を有し、講義または実技指導者と
して他の模範となる人

　町では、町民の皆様の自主的・主体的な
生涯学習活動を支援するため、生涯学習サ
ポーターを募集しています。
　サポーターとなった方々には、町民の要
望に応じた講座への講師を依頼しておりま
す。ご興味のある方は、町社会教育・体育
課へお問い合せください。

問（申込先）社会教育・体育課
　　☎０１７８－５６－４２７６

募集します！
町生涯学習サポーター

OIRASE     2016.931
Public Relations



　おいらせ町赤十字奉仕団（吉田長一委員長）で新たに
第11分団が結成されたことに伴い、８月７日、北公民
館において結成式兼入団式が開催されました。
　新分団は、青葉町内会婦人部が中心となって立ち上
げたもので、村上良子第11分団長は結成のあいさつで
「できる人ができることをするという意識で、町のた
めに頑張っていきます」と語りました。
　また、結成式終了後は、北京パラリンピック大会・シ
ッティングバレーボール元代表の坂本朋子氏による記
念講演会も行われました。

　 　

 まちのわだい

送別会においてスピーチをするピーター・ケイディー氏▶

平和之塔に向かい献花する参列者▶

▶▶▶キタリー町からの訪問団送別会　8/8

▶▶▶おいらせ町平和祈念祭　8/10

い異国の友が来日

没者へ鎮魂の祈りを捧げる

委嘱状を授与される村上分団長（中央）と五十嵐副分団長（右）▶

▶▶▶町赤十字奉仕団・第11分団結成式　8/7
域貢献のため新たに一致団結

遠

戦

地

広報おいらせ10月号の締切は９月５日です。

　おいらせ町平和祈念祭が、８月 10日、町民交流セ
ンターで開催されました。
　式典には多数のご来賓と 35人のご遺族のほか、町
職員らも参列し、先の大戦で亡くなった 303 柱の英霊
に対し、黙とうを捧げ、献花を行いました。
　三村町長は式辞のなかで「郷土のために命を捧げら
れた方々に感謝し、恒久的な平和の実現のため努力し
てまいります」と述べました。
　式典の終わりには、琴華会（駿河和子代表）による
大正琴の追悼合奏が披露されました。

　おいらせ町が六戸町と共同で交流事業を実施してい
る米国メーン州キタリー町より、８月４日から９日ま
で６日間の日程で訪問団が来日し、４月にキタリー町
へ派遣されたおいらせ町と六戸町の中学生らと一緒に
ねぶた祭りに参加したほか、七百中学校を訪問するな
ど交流を深めました。
　８日には、相撲茶屋・月見亭において送別会が行わ
れ、キタリー町を代表してスピーチを行ったピーター・
ケイディー氏は「日本でとても楽しい時を過ごせまし
た。今後も交流を続けていきましょう」と語りました。

OIRASE     2016.9 32
Public Relations



広報おいらせ10月号の締切は９月５日です。 まちのわだい 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を寄せてください。

◀�読み上げられた絵札に飛びつく子どもたち

◀�おいらせ交番前で啓発横断幕を掲げる町交通安全協会の会員たち

◀表彰される労働安全衛生標語コンクールの受賞者たち

　７月25日、下田小学校区太陽児童クラブ・太陽館にお
いて、「おいらせ町郷土かるた大会」がおいらせ町歴史と
自然を愛する会（小西博会長）主催で開催されました。
　この大会は、本会が制作した「おいらせ歴史と自然か
るた」を活用するために行われたもので、太陽児童クラ
ブの登録児童20人が参加して競い合いました。
　優勝者は、かるたを15枚取得した柴田善君（下田小４
年生）で、賞状と図書カードが贈られました。大会終了
後は、かるたに記載された町の名所・旧跡などの解説が
行われ、地域の魅力を学習しました。

　町交通安全協会（川口弘治会長）と町交通安全母の会
（嶋田政子会長）は、７月26日、町内での交通事故死ゼ
ロを継続していくため、おいらせ交番前とイオンモール
下田内において、夏の交通安全運動に伴う啓発活動を実
施しました。
　この日は、交通安全協会会員14人と母の会会員33人
のほか、おいらせ交番の警察官や子どもたちが参加しま
した。交通安全を呼びかける横断幕やのぼり旗を掲げ、
ティッシュや反射材などを配布しながら交通安全を呼び
かけました。

　おいらせ町商工会は、８月３日、労働安全衛生大会を開
催しました。この大会は、労働者の心身両面にわたる健康
の保持・増進や、労働災害の防止を目的に行われているも
ので、今回で35回目となります。
　労働安全衛生標語コンクールなどの各種表彰が行われた
ほか、十和田労働基準監督署の菊池良英署長による「労働災
害防止」をテーマにした講話や、三沢警察署の山中信明交
通課長による特別講演なども行われ、参加した企業らは、
職場の安全衛生向上のため一層努力することを確認しまし
た。

▶▶▶夏の交通安全運動　7/26

▶▶▶おいらせ町郷土かるた大会　7/25

▶▶▶ おいらせ町商工会労働安全衛生大会　8/3

びを通じて町の歴史を学ぶ

通事故死ゼロを続けよう交

遊

安 心・安全な職場環境をつくる
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✿
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

※�

７
月
に
町
へ
届
出
し
、
掲
載
希
望
し
た
人
を

載
せ
て
い
ま
す
。

戸

の
籍

窓

　
　
　
　
　
　
　
11
件
／
届
出
19
件

木
村　
莉り

お愛
ち
ゃ
ん　
　
　
二
川
目

（
司
・
千
鶴
）

袴
田　
あ
か
り
ち
ゃ
ん　
　
間　
木

（
福
見
・
和
子
）

二
川
目　
健け

ん
ご悟

く
ん　
　
　
二
川
目

（
安
洋
・
友
香
）

橋
場　
柚ゆ

あ愛
ち
ゃ
ん　
　
　
緑
ヶ
丘

（
修
平
・
美
咲
）

日
ヶ
久
保 

音お

と友
ち
ゃ
ん　
日
ヶ
久
保

（
昭
和
・
美
香
）

大
川　
姫き

き香
ち
ゃ
ん　
　
　
豊　
原

（
博
幸
・
香
織
）

田
中　
佳よ

し
き希

く
ん　
　
　
　
鶉
久
保

（
正
明
・
ゆ
み
子
）

松
橋　
杏あ

ん
な奈

ち
ゃ
ん　
　
　
藤
ヶ
森

（
悠
二
・
智
美
）

尾
駮　
果か

な奈
ち
ゃ
ん　
　
　
青　
葉

（
淳
・
百
合
子
）

袴
田　
美み

お
り織
ち
ゃ
ん　
　
　
間　
木

（
昭
大
・
舞
衣
子
）

佐
藤　
芽め

い依
ち
ゃ
ん　
　
　
木
内
々

（
裕
太
・
麻
里
）

　
　
　
　
　
　
　
14
件
／
届
出
18
件

成
田　
己
之
松　
　
87
歳　
　
　
阿
光
坊

澤
頭　
市
雄　
　
　
68
歳　
　
　
阿
光
坊

中
村　
ツ
キ　
　
　
97
歳　
　
　
三
本
木

斎
藤　
フ
ナ　
　
　
87
歳　
　
　
三
本
木

北
林　
優　
　
　
　
79
歳　
　
　
若　
葉

小
原　
洋
子　
　
　
67
歳　
　
　
鶉
久
保

柏
崎　
キ
ヨ　
　
　
81
歳　
　
　
木
内
々

川
口　
ス
エ　
１
０
３
歳　
　
　
藤
ヶ
森

小
向　
一
男　
　
　
77
歳　
　
苗
振
谷
地

三
浦　
岩
雄　
　
　
81
歳　
　
　
明
神
下

東　
石
藏　
　
　
　
89
歳　
　
　
黒　
坂

小
向　
廣
美　
　
　
73
歳　
　
　
藤
ヶ
森

中
村　
一
郎　
　
　
84
歳　
　
　
三
本
木

阿
部　
啓
子　
　
　
66
歳　
　
　
洋
光
台

◉
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

♥
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　

 　
　
１
件
／
届
出
４
件

原
田　
徹　
　
　
　
　
　
　
住
吉
町

吉
田　
瑞
花　
　
　
　
　
　
住
吉
町

防
犯
灯
寄
贈

三
沢
電
気
工
事
業
協

同
組
合
（
南
秋
悦
理

事
長
）
か
ら
、
８
月

９
日
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
５
基
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
い
た
だ
い

た
防
犯
灯
は
、
町
の

安
全
の
た
め
に
設
置

す
る
予
定
で
す
。

寄
附
・
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
受
付
中

　

詳
し
く
は
下
記
受
付
場
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
庁
舎
受
付
…
町
民
課

　
　
☎
０
１
７
８
�
２
２
４
６

　
分
庁
舎
受
付
…
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
☎
０
１
７
８
�
４
２
１
４

●
日
時　
９
月
21
日
㊌　

15
時
～

●
場
所　
み
な
く
る
館

　
　
　
　
　
　
　

な
ん
で
も
創
作
室

※�

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
議
題
に
よ
り
退
席
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
５
人
以
上

で
傍
聴
希
望
の
場
合
は
前
日
ま
で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
務
課　

☎
０
１
７
８
�
４
２
５
８

町
教
育
委
員
会
定
例
会

の
開
会
情
報

人口
まちの

平成28年
8月1日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
(　)内は外国人人口と外国人世帯数

男性 12,227 人 （48） ＋34

女性 13,097 人 （109） ＋29

合計 25,324 人 （157） ＋63

世帯 10,083 世帯 （52） ＋27

多
子
出
産
祝
金
の
ご
案
内

　

町
で
は
第
２
子
以
降
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
ご
家
庭
に
出
産
祝
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
額
は
第
２
子
５
万
円
、
第
３

子
以
降
10
万
円
で
す
。
支
給
に
は
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

町
民
課
子
育
て
支
援
室

０
１
７
８
�
４
２
５
９

　

樹
木
や
庭
木
が
道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

と
、
通
行
の
支
障
と
な
り
、
さ
ら
に
倒
木
や
落

枝
な
ど
で
交
通
障
害
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
樹
木
の
剪
定
や
伐

採
を
町
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
故
予

防
の
た
め
、
所
有
者
は
適
切
な
管
理
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

問 

地
域
整
備
課　
☎
０
１
７
８
�
４
７
０
２

道
路
に
張
り
出
た
樹
木
の

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
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総
務
課 

広
報
広
聴
係
・
堤

編

集

後

記

　
今
回
の
特
集
は
高
校
生
レ
ス

ト
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
、百
石

高
校
食
物
調
理
科
の
活
動
の
取

材
に
、何
度
も
お
邪
魔
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
た

ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
の
目

標
を
胸
に
抱
き
、少
し
で
も
夢

に
近
づ
く
た
め
、真
剣
に
高
校

生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
私
が
高
校

生
だ
っ
た
と
き
、こ
れ
だ
け
一

生
懸
命
な
に
か
に
取
り
組
ん
で

い
た
生
徒
が
ど
れ
だ
け
い
た
だ

ろ
う
か
、と
感
心
さ
せ
ら
れ
て

ば
か
り
で
し
た
。

　
彼
ら
の
レ
ベ
ル
の
高
い
料
理

を
前
に
、食
べ
る
こ
と
が
大
好

き
な
私
は
、取
材
を
し
な
が
ら

お
腹
を
鳴
ら
し
っ
ぱ
な
し
と
い

う
始
末
。
実
際
に
結
御
膳（
ゆ

い
ご
ぜ
ん
）を
食
べ
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、ま
さ
に

会
心
の
一
食
。
本
当
に
美
味
し

い
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、キ
ッ
チ
ン
い
ち

ょ
う
の
森
へ
行
っ
て
、彼
ら
の

料
理
を
味
わ
っ
て
み
る
こ
と
を

お
薦
め
し
ま
す
。

　
お
い
ら
せ
病
院
の
白
倉
外
茂
夫
名
誉
院
長
と
石
田

温
泉
病
院
の
石
田
正
実
院
長
の
２
人
が
、
永
年
に
わ

た
っ
て
国
民
健
康
保
険
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
を
称
え
ら
れ
、
青
森
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
（
鹿
内
博
理
事
長
）
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
は
、
８
月
８
日
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
小
比
類
巻

ヨ
シ
ヱ
さ
ん
（
堀
切
川
在
住
）
へ
長
寿
祝
い
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
は
、
大
正
５
年
に
旧
下
田
町

三
本
木
地
区
に
生
ま
れ
、
こ
の
度
、
合
併
後
25
人
目
と

な
る
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
県
外

か
ら
も
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
の
親
族
ら
が
集
ま
り
、
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

　
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
は
「
皆
が
こ
う
し
て
自
分
の
た
め
に
集

ま
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と
、
し
っ
か
り
し
た
口
調
で

感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

青
森
県
国
保
連
が

町
民
２
人
に
感
謝
状
贈
呈

百
歳
到
達
町
民
へ

長
寿
祝
い
金
を
贈
呈

▶�

表
彰
を
受
け
た
石
田
正
実
氏
（
中
央
左
）
と
白
倉

外
茂
夫
氏
（
中
央
右
）。

▲百歳を祝うため、ヨシヱさんの親戚一同が集まりました。

　
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
の
ご
了

承
を
得
て
、
お
名
前
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
寄
附
者
の
皆
様
の
ご
厚
意

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
［
住
所
地
］
寄
附
者
氏
名
、
敬

称
省
略
、
順
不
同

［
北
海
道
］
小
笠
原 

由
法　
［
茨

城
県
］
中
川 

智
子　
［
埼
玉
県
］

柴
崎 

淳
夫
、
山
本 

弘
志
、
木
村 

伸
、
後
藤 

孝
広
、
高
橋 

照
司　

［
神
奈
川
県
］
吉
田 

和
成
、
黒
澤 

敬
、
齊
藤 

吉
正
、
阿
部 

一
樹
、

後
藤 

信
夫
、
佐
藤 

律
子
、
大
山 

克
美　
［
東
京
都
］
小
沢 

創
、
斎

藤 

恭
子
、
小
寺 

博
昭
、
堀
内 

成

雄
、
西
田 

尚
美
、
中
嶋 

祐
作
、

内
田 

善
久
、
唐
沢 

正
秀　
［
静

岡
県
］
大
城 

成
基　
［
石
川
県
］

石
田 

武　
［
愛
知
県
］
伊
東 

達

也　
［
大
阪
府
］
塩
路 

昌
宏
、
合

田 

弓
美
、
澤
井 

俊
幸　
［
兵
庫

県
］
佐
藤 

大
輔　
［
福
岡
県
］
岩

永 

悠　
［
沖
縄
県
］
倉
智 

剛　

［
宮
崎
県
］
中
村 

理
子

※�

お
名
前
の
公
表
を
希
望
し
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
い

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

寄
附
者
氏
名
の
公
表

（
６
月
～
７
月
寄
附
者
）

　
　

問 

企
画
財
政
課

☎
０
１
７
８
�
４
２
７
３
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Z o o m  U p

遠
藤 

仁に

ち

か

知
華

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
で
先
輩
た
ち
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

▶
Profile

　

９
月
10
日
の
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン

「
キ
ッ
チ
ン
い
ち
ょ
う
の
森
」
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
百
石
高

校
生
の
一
人
に
、
お
い
ら
せ
町
出
身
の

遠
藤
仁
知
華
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
遠
藤
さ
ん
は
百
石
高
校
食
物
調
理
科

に
入
学
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
小
さ

い
頃
か
ら
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
る
の
が
夢

だ
っ
た
の
で
、食
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ

た
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
は
、
同
級
生
や
家
庭
ク

ラ
ブ
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
作

れ
る
こ
と
が
最
も
楽
し
い
と
言
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、「
酪
農

や
農
業
が
盛
ん
な
北
海
道
へ
進
学
・
就

職
し
、
豊
富
な
食
材
の
な
か
で
お
菓
子

作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「
キ
ッ
チ
ン
い

ち
ょ
う
の
森
」
で
は
、
高
校
生
が
さ
ま

ざ
ま
な
係
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
遠
藤
さ
ん
は
主
に
案
内
係
を
務

め
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
を

間
近
に
控
え
る
な
か
で
の
遠
藤
さ
ん
の

決
意
を
聞
き
ま
し
た
。

「
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
自
分
の
役
割
に

責
任
を
も
っ
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
、
い
ず
れ
は
調
理

班
に
加
わ
っ
て
自
分
の
料
理
を
お
客
さ

ん
に
提
供
し
た
い
で
す
」

えんどう・にちか さん
二川目在住。百石中学
校卒業後、百石高校食
物調理科へ進学し、家
庭クラブに所属する。
現在は高校生レストラ
ンの開業に向けた準備
のため、家庭クラブの
仲間たちと日々奮闘し
ている。15歳。

（
二
川
目
）

さん


